
鉄
門
海
の
思
想

─
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亀
鏡
志
』
の
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を
中
心
に
─

中　

村　

安　

宏

鹿　

野　

朱　

里（
１
）

　

は
じ
め
に

　

即
身
仏
に
つ
い
て
一
般
的
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
知
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
即
身
仏
と
は
自
ら
土
中
に
入
っ
て
仏
と
な
っ
た
行
者
の
こ
と
で
あ
り
、
即

身
仏
に
な
る
に
は
、
山
に
籠
り
、
一
千
日
か
ら
五
千
日
か
け
て
五
穀
を
断
ち
、

木
食
行
を
行
う
。
そ
の
の
ち
死
期
が
迫
る
と
土
中
の
石
室
に
入
り
、
念
仏
を
と

な
え
な
が
ら
死
に
至
る
。
三
年
三
か
月
た
っ
て
か
ら
掘
り
返
さ
れ
、
即
身
仏
と

し
て
ま
つ
ら
れ
る
と
。

　

実
際
に
は
生
前
の
彼
ら
の
活
動
や
そ
れ
を
導
い
た
思
想
、
そ
し
て
「
即
身

仏
」
と
な
っ
た
事
情
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
本
稿
で
は
、
比
較

的
資
料
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
鉄
門
海
に
か
か
わ
る
『
亀
鏡
志
』
の
分
析
を
中

心
と
し
な
が
ら
彼
の
思
想
に
迫
り
た
い
。
さ
ら
に
即
身
仏
を
仏
教
者
の
自
死
の

範
疇
と
し
て
捉
え
る
と
き
、
同
じ
よ
う
な
例
が
平
安
時
代
の
往
生
伝
な
ど
に
も

見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
両
者
の
比
較
も
行
い
つ
つ
鉄
門
海
の
思
想
を
よ
り
明
確
に

し
た
い
。

　
「
即
身
仏
」
と
な
っ
た
事
情
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
問
題
が
あ
る
と
考
え

る
。
早
く
に
戸
川
安
章
氏
が
述
べ
て
い
る
も
の
と
し
て
、「
わ
が
国
に
は
二
十

体
以
上
の
ミ
イ
ラ
が
存
在
し
、
そ
の
中
の
十
体
以
上
が
、
湯
殿
山
と
弘
法
大
師

と
ミ
ロ
ク
と
い
う
仏
に
対
す
る
信
仰
に
み
ち
び
か
れ
て
、
み
ず
か
ら
希
望
し
て

ミ
イ
ラ
と
な
っ
た
と
こ
ろ
の
、
行
人
と
呼
ば
れ
る
修
行
僧
や
山
伏
・
修
験
者
の

も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
じ
ぶ
ん
が
さ
と
る
だ
け
で
は
な
く
、
生
き
る
こ
と
の

苦
し
み
に
あ
え
ぎ
、
も
だ
え
、
な
や
ん
で
い
る
衆
生
に
、
生
き
る
こ
と
の
喜
び

を
与
え
、
は
げ
ま
し
、
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
こ
れ
を
救
済
す
る
こ
と
の
手
伝
い

を
し
た
い
、
そ
う
い
う
誓
い
を
た
て
て
ミ
イ
ラ
に
な
っ
た
の
が
、
こ
の
人
た
ち

な
の
で
あ
る
。」
と
い
う
説
が
あ
る（

２
）。

こ
の
よ
う
に
自
ら
衆
生
救
済
を
希
望
し

て
ミ
イ
ラ
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
本
当
に
そ
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

松
本
昭
氏
は
「
大
日
坊
の
真
如
海
上
人
の
よ
う
に
天
明
の
飢
饉
か
ら
の
庶
民

救
済
の
即
身
仏
、
あ
る
い
は
全
海
上
人
の
よ
う
に
水
路
の
難
所
を
開
通
し
た
即

身
仏
な
ど
、
い
ず
れ
も
庶
民
救
済
の
大
願
を
か
か
げ
て
即
身
仏
に
な
っ
て
い

る
」
と
述
べ
て
い
る
が（

３
）、

本
当
に
庶
民
救
済
を
願
っ
て
即
身
仏
に
な
っ
た
と
言

え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

近
年
の
即
身
仏
に
関
す
る
代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
内
藤
正
敏
氏
の
も
の
が

あ
る
。
氏
は
、
山
伏
が
代
官
に
提
出
し
た
書
状
を
取
り
上
げ
て
「
湯
殿
山
の
山

籠
修
行
と
木
食
行
、
断
食
行
が
、
は
っ
き
り
と
民
衆
救
済
の
祈
願
の
意
味
を

持
っ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
即
身
仏
に
つ
い
て
言
及

し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
氏
は
即
身
仏
た
ち
の
山
籠
開
始
の
年
や
入
定
の
年

が
、
重
税
や
飢
饉
や
疫
病
の
時
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
仙
人
沢
山
籠
や

土
中
入
定
な
ど
に
は
衆
生
救
済
の
思
想
が
強
く
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
状
況
証
拠
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、「
木
食
行
で

食
べ
る
木
の
実
や
野
草
が
飢
饉
食
だ
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
そ
の
こ
と

が
「
飢
饉
の
時
に
人
々
を
救
う
た
め
」
で
あ
っ
た
と
言
い
切
れ
る
も
の
で
あ
ろ

う
か（

４
）。

　

以
上
か
ら
考
え
る
に
、
江
戸
時
代
の
即
身
仏
の
木
食
行
・
断
食
行
は
、
重
税

や
飢
饉
や
疫
病
か
ら
の
民
衆
救
済
・
衆
生
救
済
の
た
め
と
い
う
内
藤
氏
の
説
は

ア
ル
テ
ス　

リ
ベ
ラ
レ
ス　

（
岩
手
大
学
人
文
社
会
科
学
部
紀
要
）

第
一
一
〇
号　

二
〇
二
二
年
六
月　

一
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頁
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頁



成
り
立
つ
も
の
か
疑
問
で
あ
る
。
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

　
　

�
平
安
時
代
の
「
往
生
伝
」
に
は
、
死
ぬ
こ
と
に
と
り
憑
か
れ
た
よ
う
に
焼

身
往
生
者
の
姿
が
み
ら
れ
た
が
、
江
戸
時
代
の
「
往
生
伝
」
で
は
焼
身
往

生
は
な
く
な
り
、
火
葬
後
の
舎
利
出
現
譚
と
い
う
消
極
的
な
も
の
に
変

わ
っ
た
。
い
ず
れ
も
土
中
入
定
伝
説
の
よ
う
に
、
宗
教
家
が
衆
生
救
済
を

祈
っ
て
死
ん
で
い
っ
た
、
と
い
う
他
者
救
済
の
思
想
が
み
ら
れ
な
い
の

だ
。
こ
れ
は
、「
往
生
伝
」
が
、
阿
弥
陀
如
来
の
極
楽
往
生
と
い
う
、
自

己
の
救
済
を
目
的
と
す
る
往
生
思
想
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
る
（
中
略
）
焼
身
往
生
や
入
水
往
生
に
は
稀
薄
な
他
者
救
済
の
思
想

が
、
土
中
入
定
に
強
く
み
ら
れ
る（

５
）

　

江
戸
時
代
の
「
往
生
伝
」
に
つ
い
て
は
氏
が
述
べ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、

例
え
ば
、「
信
士
良
運
ハ
（
中
略
）
元
文
二
年
夏
ノ
頃
ヨ
リ
、
瘧お

こ
り疾

ヲ
煩
ヒ
薬

術
効
無
レ
バ
、
老
病
ノ
起
ベ
カ
ラ
ザ
ル
事
ヲ
覚
悟
シ
念
仏
益
勇
進
ス（

６
）」、「

法
尼

妙
教
は
（
中
略
）
宝
暦
五
年
初
秋
よ
り
微
疾
を
感
じ
終
焉
近
付
ぬ
と
、
猶
更
策

励
し
て
称
名
の
声
と
と
も
に
安
祥
と
し
て
長
逝
す（

７
）」

と
い
う
よ
う
に
、
病
気
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
非
常
に
多
い
。
内
藤
氏
は
、
平
安
時
代
や
江

戸
時
代
の
往
生
を
自
己
救
済
の
た
め
、
江
戸
時
代
の
即
身
仏
（
土
中
入
定
）
を

他
者
救
済
の
た
め
と
し
、
と
り
わ
け
平
安
時
代
の
「
往
生
伝
」
に
見
ら
れ
る
自

死
と
江
戸
時
代
の
即
身
仏
と
を
対
比
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
即
身
仏
の
思
想

の
特
徴
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
平
安
時
代
の
焼
身
往
生
・
入
水
往
生
の
思

想
と
比
較
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
点
も
踏
ま
え
て
、
確
か
な

資
料
を
も
と
に
「
即
身
仏
」
鉄
門
海
の
思
想
に
迫
っ
て
い
き
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
現
在
、
日
本
に
は
十
数
体
の
即
身
仏
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
多
く

が
山
形
県
庄
内
地
方
に
集
中
し
て
い
る（

８
）。

こ
れ
ら
は
湯
殿
山
系
即
身
仏
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
即
身
仏
に
つ
い
て
、
そ
の
活
動
や
入
定
の
動
機
な
ど
に

関
す
る
資
料
は
一
部
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
鉄
門
海

に
つ
い
て
は
多
く
の
資
料
が
残
っ
て
い
る
。
本
稿
で
鉄
門
海
を
取
り
上
げ
る
所

以
で
あ
る
。
資
料
が
残
っ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
次
章
で
検
討
す
る
。
な

お
、
鉄
門
海
の
活
動
が
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
一
端
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
補
論
と
し
て
盛
岡
藩
領
・
岩
手
県
域
の
場
合
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

　

一　

鉄
門
海
の
生
涯
・
活
動
と
思
想

（
一
）
鉄
門
海
の
生
涯
と
活
動

　

先
述
し
た
よ
う
に
鉄
門
海
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
の
即
身
仏
と
は
異
な
り
、
多

く
の
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
年
譜
が
『
神
と

呼
ば
れ
た
木
食
行
者　

鐵
門
海
』（
湯
殿
山
注
連
寺
発
行
、
二
〇
一
九
年
、
二

四
〜
二
七
頁
）
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
も
っ
と
も
信
頼
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
こ
れ
に
基
づ
き
、
鉄
門
海
の
生
涯
と
活
動
に
つ
い
て
ま

と
め
る
。

　

鉄
門
海
は
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
に
鶴
岡
大
宝
寺
村
（
現
鶴
岡
市
宝

町
）
に
生
ま
れ
た
。
川
人
足
で
冬
は
木
流
し
を
生
業
と
し
て
い
た
と
い
う
。
安

永
八
年
（
一
七
七
九
）、
二
十
一
歳
の
折
り
に
湯
殿
山
注
連
寺
に
入
門
し
、
天

明
八
年
（
一
七
八
八
）
五
月
頃
、
三
十
歳
の
折
り
に
湯
殿
山
仙
人
沢
で
千
日
間

の
山
籠
修
行
を
開
始
し
た
。
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
は
本
明
寺
の
住
職
に

就
任
し
、
そ
の
の
ち
布
教
活
動
や
社
会
貢
献
の
活
動
を
展
開
し
た
。
文
化
四
年

（
一
八
〇
七
）
の
頃
よ
り
、
二
度
目
の
千
日
山
籠
修
行
を
開
始
し
た
と
推
察
さ

れ
て
い
る
。
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）、
加
茂
坂
新
道
（
現
鶴
岡
市
）
の
普
請

を
始
め
た
。
江
戸
時
代
の
加
茂
湊
は
活
気
の
あ
る
商
業
港
で
あ
り
、
そ
の
加
茂

湊
と
鶴
岡
城
下
を
最
短
で
結
ぶ
た
め
に
は
加
茂
山
を
越
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。

加
茂
坂
新
道
普
請
に
よ
り
、
加
茂
湊
は
よ
り
発
展
し
た
と
い
う（

９
）。

文
化
十
一
年

（
一
八
一
四
）
に
は
海
向
寺
の
住
職
に
就
任
し
た
。
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）

六
月
、
京
都
の
御
室
仁
和
寺
よ
り
「
恵
眼
院
」
の
院
号
と
上
人
号
を
授
与
さ
れ

た
。
そ
れ
以
降
、
鉄
門
海
か
ら
恵
眼
院
鉄
門
上
人
と
名
乗
り
、
石
碑
の
文
字
も
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「
鉄
門
海
」
か
ら
「
鉄
門
上
人
」
に
変
わ
る
。
そ
の
の
ち
海
向
寺
、
注
連
寺
な

ど
の
再
建
を
行
い
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
は
松
前
に
お
い
て
布
教
活
動

も
行
っ
た
が）

（1
（

、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
十
二
月
八
日
、
七
十
一
歳
で
入
滅

し
た
。

（
二
）
鉄
門
海
の
活
動
を
導
い
た
思
想

　

鉄
門
海
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
言
い
伝
え
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
鉄
門

海
」
お
よ
び
「
鉄
門
上
人
」（
文
化
十
四
年
以
降
）
の
名
が
記
さ
れ
た
資
料
に

基
づ
い
て
、
彼
の
活
動
を
導
い
た
思
想
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
先
に
挙
げ
た

『
神
と
呼
ば
れ
た
木
食
行
者　

鐵
門
海
』
に
は
そ
れ
ら
の
資
料
の
写
真
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
以
下
で
取
り
上
げ
て
解
読
し
検
討
す
る
。

　

ま
ず
は
「
即
身
仏
」
本
明
海
が
抱
い
て
い
た
塔
婆
の
写
真
に
注
目
す
る）

（（
（

。
こ

こ
か
ら
は
以
下
の
文
字
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

本
明
海
宗
和
上
人　

誕
生　

剃
髪　

遷
化
年
数

　
　

元
和
九
癸
亥
年
誕
生　

寛
政
九
丁
巳
年
迄
百
七
十
五
年

　
　

寛
文
二
壬
寅
年
剃
髪　

寛
政
九
丁
巳
年
迄
百
三
十
五
年

　
　

天
和
三
癸
亥
年
遷
化　

寛
政
九
丁
巳
年
迄
百
十
五
年

　
　
　

本
明
海
堂　

寛
政
六
甲
寅
年
六
月　

鐵
門
海
再
建

　
　
　

本
明
海
即
仏
衣
替
礼
盤　

寛
政
九
丁
巳
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐵
門
海
謹
奉
納

　

こ
れ
は
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
、
鉄
門
海
が
本
明
寺
の
「
即
身
仏
」
本

明
海
の
衣
替
え
を
行
っ
た
折
り
に
奉
納
し
た
も
の
で
あ
る
。
誕
生
か
ら
百
七
十

五
年
と
あ
る
が
、
正
確
に
は
百
七
十
四
年
、
遷
化
か
ら
百
十
五
年
と
あ
る
が
、

正
確
に
は
百
十
四
年
で
あ
る
。

　

こ
の
塔
婆
か
ら
鉄
門
海
は
、
本
明
海
を
「
即
仏
」
と
し
て
崇
拝
し
て
い
た
た

め
、
そ
の
衣
替
え
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、「
衣
替
」
え
の

意
味
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
亀
鏡
志
』
の
分
析
の
と
こ
ろ
で
検
討
す
る
。

　

仙
人
沢
で
の
修
行
を
終
え
た
鉄
門
海
は
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）、
本
明

寺
の
住
職
に
な
り
、
本
明
海
が
祀
ら
れ
て
い
た
即
身
仏
堂
を
再
建
し
、
寛
政
九

年
に
衣
替
え
を
し
て
塔
婆
を
抱
か
せ
た
。
本
明
寺
住
職
を
二
十
年
務
め
た
後
、

海
向
寺
（
現
酒
田
市
）
の
住
職
と
な
り
、
即
身
堂
を
再
建
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
鉄
門
海
は
、
即
身
仏
へ
の
信
仰
を
支
え
広
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た

と
考
え
る
。

　

つ
ぎ
に
、
伊
藤
太
郎
左
衛
門
家
（
鶴
岡
市
上
名
川
）
に
伝
わ
る
掛
け
軸
の
写

真
に
注
目
す
る）

（1
（

。
そ
こ
に
は
書
と
と
も
に
鍬
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
書

を
翻
刻
し
た
も
の
を
こ
こ
に
初
め
て
紹
介
す
る
。

　
　

�

抑
神
代
の
昔
よ
り
今
に
伝
へ
て
聊
も
変
ら
す
、
広
く
ハ
国
を
治
め
、
少
ハ

家
を
と
ゝ
の
ふ
道
具
に
し
て
、
雪
中
の
笋
も
、
こ
か
ね
の
釜
も
み
な
是
を

も
て
堀
出
せ
り
、
さ
れ
ハ
米
も
豆
も
綿
も
金
も
、
都
て
是
よ
り
出
さ
る
ハ

な
し

　
　

畑
に
田
に
水
う
ち
出
の
鍬
や
小
槌
よ
り

　
　

此
書
画
何
人
の
作
な
る
を
志
ら
す　

鐵
門
海

　

こ
こ
に
は
「
此
書
画
何
人
の
作
な
る
を
志
ら
す
」
と
あ
る
が
、「
鐵
門
海
」

の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
に
と
っ
て
重
要
な
掛
け
軸
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
鉄
門
海
自
身
は
百
姓
出
身
で
は
な
い
が
、
百
姓
の
立
場
に

立
っ
た
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、「
広
く
ハ
国
を
治
め
、

少
ハ
家
を
と
ゝ
の
ふ
道
具
に
し
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
は
百
姓
の
立
場
に

あ
り
な
が
ら
、「
治
国
斉
家
」（『
大
学
』）
も
念
頭
に
置
い
て
い
た
と
考
え
る
。

　

さ
ら
に
、
今
野
誠
一
家
（
山
形
市
）
所
蔵
の
掛
け
軸
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て

お
り）

（1
（

、
こ
こ
に
は
、
つ
ぎ
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

湯
殿
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
手
形
）

　
　

水　

ア
ー
ン
ク
（
胎
蔵
界
大
日
如
来
）　

木
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
左
手
形
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恵
眼
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐵
門
上
人
（
花
印
）

　
「
恵
眼
院
／
鐵
門
上
人
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
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以
降
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
「
水
」
の
文
字
は
、
の
ち
に
取
り

上
げ
る
遺
言
か
ら
考
え
る
に
、
火
災
か
ら
免
れ
る
た
め
の
火
伏
の
お
守
り
と
し

て
の
意
味
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

こ
の
点
に
関
連
し
て
石
碑
の
写
真
の
う
ち
鶴
岡
市
大
東
町
に
あ
る
出
羽
三
山

碑
に
注
目
す
る）

（1
（

。
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
を
解
読
し
た
も
の
を
つ
ぎ
に
掲
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
山　

　
　

ア
ー
ン
ク
（
胎
蔵
界
大
日
如
来
）
湯
殿
山　

水
神
権
現　

鐵
門
上
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
黒
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
政
十
二
年
丑
六
月
十
五
日

　

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
六
月
は
、
鉄
門
海
が
亡
く
な
る
ほ
ぼ
半
年
前
で

あ
り
、「
水
神
権
現
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
火
災
除
け
に
か
か
わ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
鉄
門
海
は
、
庶
民
を
火
災
か
ら
救
済
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
、
そ
れ
が
、
後
述
す
る
鉄
竜
海
に
も
受
け
継
が
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ぎ
に
、
工
藤
定
雄
編
『
酒
田
市
史　

史
料
篇
第
七
集　

生
活
文
化
篇
』

（
一
九
七
七
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
町
野
甚
十
郎
家
（
山
形
県
東
田
川
郡
三

川
町
成
田
新
田
）
所
蔵
の
「
海
向
寺
史
料
」
を
取
り
上
げ
る
。
そ
こ
に
は
鉄
門

海
に
関
す
る
資
料
が
い
く
つ
か
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
「
鉄
門
」
の
名
で
、
庄
内
藩
の
寺
社
奉
行
下
役
の
榊
原
伊
三
郎
・
寒

河
江
壽
右
衛
門
・
青
柳
周
治
に
宛
て
た
、
文
政
十
年
十
二
月
付
け
の
「
以
二
口

上
書
一
奉
レ
願
候
」
と
い
う
文
書
で
あ
る
。

　
　

�（
前
略
）
松
前
迄
罷
下
候
処
、
殊
之
外
信
心
之
族
大
勢
有
レ
之
。
是
迄
松

前
よ
り
湯
殿
山
参
詣
等
も
無
二
御
座
一
候
処
、
此
度
講
中
と
申
も
の
三
組

相
結
ひ
、
明
年
夏
中
よ
り
年
々
罷
越
候
積
ニ
御
座
候
。（
中
略
）
右
之
外

南
部
ニ
三
組
、
江
戸
表
ニ
一
組
、
越
後
ニ
壹
組
御
座
候
。
是
又
拙
僧
を
寄

依
仕
相
始
候
講
中
ニ
付
（
後
略）

（1
（

）

　

鉄
門
海
が
松
前
ま
で
赴
き
、
湯
殿
山
講
を
三
組
結
成
し
た
こ
と
、
そ
の
ほ
か

南
部
に
三
組
、
江
戸
に
一
組
、
越
後
に
一
組
結
成
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

鉄
門
海
は
、
湯
殿
山
信
仰
の
広
ま
り
に
も
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
た
。

　

つ
ぎ
は
、
や
は
り
「
鉄
門
」
の
名
で
同
じ
榊
原
伊
三
郎
・
寒
河
江
壽
右
衛

門
・
青
柳
周
治
に
宛
て
た
文
政
十
年
十
二
月
付
け
の
「
乍
レ
恐
御
内
意
奉
二
願

上
一
候
」
と
い
う
文
書
で
あ
る
。

　
　

�

注
連
寺
末
寺
南
岳
寺
・
海
向
寺
儀
、
無
禄
困
窮
之
寺
に
御
座
候
間
、
修
覆

幷
相
続
方
等
難
渋
仕
候
ニ
付
、
相
成
候
ハ
ゞ
連
々
地
盤
相
立
候
様
仕
度
、

兼
々
心
掛
罷
在
候
之
処
、
此
節
少
々
之
貯
も
出
来
仕
候
ニ
付
、
南
岳
寺
え

金
貳
拾
両
、
海
向
寺
え
貳
拾
両
、
永
代
修
覆
料
ニ
寄
附
仕
度
奉
レ
存
候
。

（
後
略）

（1
（

）

　

こ
こ
か
ら
は
鉄
門
海
が
、
困
窮
し
て
い
た
南
岳
寺
と
海
向
寺
の
た
め
に
寄
付

を
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

最
後
に
鉄
門
海
の
死
に
か
か
わ
る
資
料
を
取
り
上
げ
る
。
つ
ぎ
は
「
鉄
門
」

の
名
で
注
連
寺
役
僧
中
に
宛
て
た
文
政
十
二
年
十
一
月
付
け
の
「
乍
レ
憚
以
二

書
付
一
奉
レ
願
候
」
と
い
う
文
書
の
一
部
で
あ
る
。

　
　

拙
僧
及
二
老
年
一
此
節
大
病
ニ
付
全
快
之
程
も
難
レ
斗
奉
レ
存
候）

（1
（

。

　

鉄
門
海
は
こ
の
と
き
大
病
を
患
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
海
向
寺

史
料
」
に
は
つ
ぎ
の
記
録
が
あ
る
。

　
　

�（
前
略
）
文
政
十
二
年
（
中
略
）
同
年
十
月
十
八
日
之
夜
五
ッ
半
頃
よ
り

御
上
人
様
風
与
御
病
症
の
床
に
伏
し
給
ふ
に
、
信
心
之
諸
万
人
こ
ゝ
ろ
を

労
し
色
々
仏
様
の
加
護
を
念
じ
、
薬
用
御
進
め
申
せ
し
か
ど
も
更
に
其
験

も
薄
く
定
業
限
り
に
や
、
終
に
医
業
の
力
及
バ
ず
、
十
二
月
八
日
の
暁
に

行
衣
を
着
し
珠
数
を
つ
ま
ぐ
り
、
御
称
名
三
遍
終
る
か
否
眠
が
ご
と
く
往

生
ま
し
ま
し
け
る
こ
そ
有
が
た
き
御
有
様
也
。（
中
略
）
同
十
三
日
ニ
二

重
棺
に
し
て
新
山
権
現
堂
之
後
の
か
た
に
葬
り
け
る
と
也）

（1
（

。

　

こ
の
話
は
「
は
じ
め
に
」
で
紹
介
し
た
江
戸
時
代
の
「
往
生
伝
」
に
近
い
も

の
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
鉄
門
海
は
病
死
し
、
そ
の
の
ち
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
酒
田
市
史　

史
料
篇
第
七
集　

生
活
文
化
篇
』
に
収
録
さ
れ

て
い
る
庄
内
藩
士
の
池
田
玄
斎
（
安
永
四
・
一
七
七
五
年
〜
嘉
永
五
・
一
八
五
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二
年
）
が
書
い
た
『
弘
采
録
』
四
十
五
巻
に
は
、「
鐵
門
海
の
事
」
と
い
う
文

章
で
、
実
際
に
鉄
門
海
に
会
っ
た
玄
斎
の
証
言
が
あ
る
（
二
三
六
頁
）。

　
　

�（
前
略
）
山
を
出
て
岩
本
に
住
せ
り
。
其
こ
ろ
玄
斎
も
病
あ
り
て
か
れ
が

加
持
を
乞
ふ
べ
き
と
母
人
の
勧
め
給
ふ
ま
に
ま
に
岩
本
に
至
り
て
か
の
行

者
に
逢
ひ
た
り
。
誠
の
一
丁
字
も
知
ら
ね
ど
も
容
貌
凡
な
ら
ず
、
徒
弟
を

導
く
に
法
あ
り
、
戒
行
に
至
ら
ざ
る
処
な
し
。
其
後
予
が
歌
を
学
び
し
杉

山
廉
嫗
の
許
に
来
り
、
懇
に
短
尺
を
書
賜
ふ
べ
き
旨
を
乞
ふ
。
其
数
夥
し

き
事
ニ
て
三
千
余
枚
な
り
し
か
バ
、
予
怪
ミ
人
を
し
て
問
ひ
け
る
に
、
鐵

門
答
て
拙
僧
生
得
て
文
盲
な
る
こ
と
是
前
世
の
業
因
の
し
か
ら
し
む
る
処

な
る
べ
け
れ
バ
、
今
の
世
に
杉
山
嫗
の
ご
と
き
歌
人
は
稀
な
れ
バ
、
こ
の

人
の
歌
を
乞
ひ
得
て
湯
殿
山
へ
参
詣
の
人
々
に
施
し
侍
る
也
。
左
あ
ら
ん

に
は
来
生
は
文
筆
に
通
達
す
べ
き
身
と
も
な
ら
ば
や
と
思
ふ
の
ミ
。
是
等

は
は
か
な
き
事
の
様
な
れ
ど
、
其
志
処
に
殊
勝
な
る
事
感
ず
べ
し
。
且
無

慾
に
て
廉
女
の
貧
し
く
お
ハ
し
け
る
を
見
て
、
衣
類
な
ど
を
贈
り
て
謝
せ

る
の
ミ
な
ら
ず
、
折
々
菓
物
を
持
来
り
て
起
居
を
訪
ふ
事
な
り
き
。
四
十

歳
斗
に
て
東
都
に
登
ら
ん
と
て
（
中
略
）。
こ
と
し
天
保
三
年
の
夏
、
か

れ
が
坐
化
せ
る
骸
を
掘
り
出
し
て
西
楽
寺
に
て
開
帳
せ
る
は
鐵
門
が
本
意

に
は
あ
ら
じ
と
い
へ
り
。
幟
な
ど
に
も
鐵
門
上
人
即
身
仏
と
書
た
る
な
ど

い
う
、
を
こ
が
ま
し
く
ぞ
お
ぼ
ゆ
。

　

先
の
年
譜
に
よ
れ
ば
、
鉄
門
海
が
湯
殿
山
か
ら
下
り
て
岩
本
の
本
明
寺
の
住

職
と
な
っ
た
の
は
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
で
あ
っ
た
。
右
の
証
言
に
見
え

る
「
四
十
歳
」
云
々
は
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
当
た
る
。
よ
っ
て
両
者

は
、
寛
政
三
年
か
ら
十
年
の
間
に
会
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
話
に
よ
る

と
、
鉄
門
海
は
一
字
も
書
け
ず
に
文
盲
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
彼
は
そ
れ

を
気
に
か
け
て
い
た
。
鉄
門
海
は
文
盲
へ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
抱
い
て
い
た

た
め
、
文
字
に
巧
み
な
人
へ
の
憧
れ
が
強
く
、
そ
の
た
め
代
筆
者
を
近
く
に
置

く
こ
と
に
な
り
、
結
果
、
彼
に
関
す
る
資
料
が
多
く
残
さ
れ
た
も
の
と
考
え

る
。

　

ま
た
、
無
欲
で
あ
り
、
貧
し
い
女
性
に
親
切
に
し
た
と
の
話
か
ら
、
貧
し
い

人
々
の
立
場
に
立
っ
た
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
話
が
女
性
で

あ
る
の
は
偶
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
の
ち
に
見
る
『
亀
鏡
志
』
で
も
湯
殿
山
に

参
詣
に
来
ら
れ
な
い
女
性
に
つ
い
て
記
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
女
人
救

済
の
思
い
も
強
か
っ
た
と
考
え
る
。

　

そ
し
て
こ
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
鉄
門
海
の
遺
骸
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）

に
掘
り
出
さ
れ
て
、
即
身
仏
と
し
て
崇
め
ら
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
池
田
玄
斎

ら
は
、
掘
り
出
さ
れ
て
即
身
仏
に
な
る
の
は
、
鉄
門
の
本
心
で
は
な
か
っ
た
と

考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

渡
部
留
治
編
著
『
朝
日
村
誌
（
一
）
湯
殿
山
』（
一
九
六
四
年
）
の
な
か
で

渡
部
氏
は
「
出
羽
三
山
に
残
さ
れ
た
六
体
の
高
僧
の
ミ
イ
ラ
は
、
こ
の
様
に

〝
生
き
な
が
ら
仏
に
化
す
〟
悲
願
を
達
し
て
、
静
か
に
彼
岸
の
浄
土
に
旅
立
っ

た
」（
一
四
六
頁
）
と
書
い
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
鉄
門
海
に
つ
い
て
は
間

違
っ
て
お
り
、
彼
は
自
ら
即
身
仏
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

鉄
門
海
の
死
に
関
し
、
つ
ぎ
に
彼
の
遺
言
を
紹
介
し
検
討
す
る
。『
酒
田
市

史　

史
料
篇
第
七
集　

生
活
文
化
篇
』（
六
九
九
頁
）
に
、
彼
の
遺
言
書
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
多
少
の
間
違
い
も
見
ら
れ
る
の
で
（
大
き
な
と
こ

ろ
で
は
第
三
条
「
留
方
」
を
「
暮
方
」）、
海
向
寺
に
あ
る
、
町
野
甚
十
郎
家

（
山
形
県
東
田
川
郡
三
川
町
成
田
新
田
）
所
蔵
の
「
文
政
十
二
乙
丑
十
月
廿
五

日
鐵
門
上
人
御
遺
言
書
」
の
写
し
に
基
づ
き
、
正
確
な
翻
刻
全
文
を
左
に
掲
げ

る
。
な
お
、
こ
れ
は
清
海
の
代
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。（
傍
線
は
鹿
野
、
以

下
同
じ
）。

　
　

一
、
寺
中
火
之
元
用
心
、
盗
難
之
類
要
用
之
事

　
　

一
、
第
一
弟
子
中
和
合
相
勤
呉
候
事

　
　

一
、
海
向
寺
留
方
大
勢
可
レ
為
二
無
用
一
事

　
　

一
、�
六
角
堂
普
請
之
義
ニ
付
弟
子
中
心
を
揃
、
明
年
明
後
年
迄
成
就
い
た

し
候
様
頼
置
候
事

　
　

一
、�

狩
川
山
崎
勢
至
堂
、
海
向
寺
末
寺
ニ
致
様
酒
井
吉
之
允
様
御
祈
願
所
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奉
納
被
二
成
下
一
候
様
、
御
家
来
相
馬
外
右
衛
門
様
御
内
義
お
ぬ
い

さ
ま
頼
申
事

　
　

一
、�

恵
海
行
者
・
蓮
海
行
者
随
心
可
レ
致
事
。
乍
レ
去
後
住
ニ
致
候
義
無
レ

之
候
事

　
　

一
、
越
後
忠
海
・
法
海
御
行
衆
え
跡
々
宜
頼
事

　
　

一
、�

注
連
寺
様
え
弟
子
中
万
事
御
添
心
被
レ
懸
レ
目
、
出
情

（
マ
マ
）致

候
様
呉
々

頼
置
候
事

　
　

一
、�

鉄
蔵
え
直
々
申
聞
置
候
。
海
向
寺
は
勿
論
岩
本
山
崎
寺
等
え
立
寄
候

事
無
用
也
。
右
之
通
承
知
可
レ
致
事

　
　

一
、�

金
拾
両
、
蓮
海
行
者
よ
り
借
用
有
レ
之
候
処
、
六
角
堂
え
寄
附
ニ
致

呉
候
事

　
　

一
、�

松
前
よ
り
之
唐
物
脇
方
え
引
当
ニ
致
置
品
手
ニ
入
候
ハ
ヽ
、
注
連

寺
・
海
向
寺
・
山
崎
勢
至
堂
・
本
明
寺
・
鶴
ヶ
岡
南
岳
寺
、
右
五
ヶ

所
ニ
寺
社
御
下
役
榊
原
伊
三
郎
様
え
相
談
之
上
、
寺
社
御
奉
行
付
え

御
沙
汰
を
遂
、
宝
物
ニ
可
二
致
置
一
事

　
　

一
、�

大
宝
寺
太
郎
兵
衛
宅
え
有
諸
道
具
之
内
、
膳
椀
之
類
迄
分
取
ら
れ
候

而
は
迷
惑
成
事
ニ
候
。
尤
入
目
之
品
は
夫
々
見
分
候
而
取
計
可
レ
申

事

　
　

一
、�

山
崎
は
海
向
寺
末
寺
ニ
致
置
候
得
は
、
万
事
聞
合
可
レ
申
事
。
猶
又

勢
至
堂
え
籠
衆
之
義
は
一
七
日
・
二
七
日
ニ
限
リ
其
上
永
籠
無
用
可
レ

為
事

　
　
　
　

右
者
山
崎
代
々
住
寺
替
リ
ニ
急
度
申
含
可
レ
置
事

　
　

�

右
之
通
、
行
者
之
面
々
、
愚
僧
亡
跡
ニ
而
も
心
得
違
無
レ
之
様
和
合
い
た

し
急
度
相
守
可
レ
申
候
。
依
而
遺
書
如
レ
件

　
　
　

文
政
十
二
乙
丑
年

　
　
　
　

十
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐵
門
上
人
（
印
）

鶴
ケ
岡
南
岳
寺　
　

越
後
岩
船　
　
　

拂
田　
　
　
　
　

山
崎
西
光
寺

　

帰　

本　

海　
　
　

忠　
　
　

海　
　

心　
　
　

海　
　

蓮　
　
　

海

海
向
寺　
　
　
　
　

伊
達
二
本
松　
　

南
部
森
岡　
　

越
後
瀧
谷
圓
海
寺

　

清　
　
　

海
（
印
）
祐　
　
　

海　
　

門　
　
　

海　
　

法　
　
　

海

米
沢　
　
　
　
　
　

岩
本
本
明
寺　
　

西
沿　
　
　
　
　

米
沢

　

徳　

門　

海　
　
　

金　
　
　

海　
　

門　

龍　

海　
　

法　

新　

海

米
沢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
向
寺
門　
　
　

仙
台

　

光　

明　

海　
　
　

鉄　

運　

海　
　

清　

運　

海　
　

圓　

明　

海

水
沢
庵
主　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
部
門
海
弟
子　

中
嶋

　

福　

正　

坊　
　
　

照　
　
　

海　
　

学　

龍　

海　
　

恵　
　
　

海

　

自
分
の
死
後
の
実
務
的
な
こ
と
に
つ
い
て
、
弟
子
た
ち
に
伝
え
て
い
る
が
、

即
身
仏
に
か
か
わ
る
こ
と
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
寺
の
火
災
や

防
犯
に
気
を
付
け
る
よ
う
に
注
意
を
し
、
弟
子
た
ち
が
自
分
の
死
後
も
仲
良
く

結
束
す
る
よ
う
に
言
い
伝
え
て
い
る
が
、
こ
の
記
述
は
ほ
か
の
資
料
に
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
。『
朝
日
村
誌
（
一
）
湯
殿
山
』（
一
三
三
頁
）
に
は
、
本
道

寺
・
大
日
寺
・
注
連
寺
・
大
日
坊
の
、
仙
人
沢
・
玄
海
行
人
に
宛
て
た
文
政
六

年
（
一
八
二
三
）
四
月
付
け
の
「
掟
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
部
を
引

用
す
る
。

　
　

一
、
行
人
仲
ヶ
間
、
睦
敷
可
レ
致
事

　

同
じ
『
朝
日
村
誌
（
一
）
湯
殿
山
』（
一
三
三
頁
）
に
あ
る
「
総
門
掟
」
に

も
次
の
文
言
が
見
え
、
鉄
門
海
の
も
の
と
重
な
る
。

　
　

一
、
喧
嘩
口
論
堅
可
二
相
慎
一
事

　
　

一
、（
前
略
）
火
之
元
は
勿
論
、
門
戸
之
取
締
等
念
入
、（
後
略
）

　

火
事
や
窃
盗
、
仲
間
内
で
の
諍
い
な
ど
は
、
鉄
門
海
の
遺
書
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
彼
が
常
日
ご
ろ
気
に
か
け
て
い
た
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

の
ち
に
検
討
す
る
が
、
鉄
門
海
の
場
合
、
平
安
時
代
の
往
生
者
の
自
死
と
比

べ
て
も
、
我
が
身
の
諸
仏
な
ど
へ
の
供
養
と
い
う
面
や
、
世
を
厭
う
と
い
う
よ

う
な
面
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
彼
の
生
前
の
活
動
を
見
る
か
ぎ
り
、

窮
民
や
百
姓
、
女
性
な
ど
の
救
済
へ
の
思
い
が
強
か
っ
た
と
考
え
る
。
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二　
『
亀
鏡
志
』
の
思
想

（
一
）
引
用
典
籍
に
つ
い
て
の
検
討

　

以
上
の
い
く
つ
か
の
資
料
の
ほ
か
に
、
鉄
門
海
の
思
想
を
よ
り
深
く
探
る
た

め
の
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、
も
と
は
注
連
寺
の
縁
起
書
で
あ
っ
た

『
亀
鏡
志
』
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
従
来
の
研
究
で
こ
の
資
料
を
本
格
的
に
分
析

し
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
行

わ
れ
た
出
羽
三
山
ミ
イ
ラ
学
術
調
査
の
と
き
に
、
鉄
門
海
の
座
布
団
の
下
か
ら

発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
朝
日
村
誌
（
一
）
湯
殿
山
』
に
翻
刻
さ
れ
た
。

鉄
門
海
に
と
っ
て
規
範
と
な
る
重
要
な
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
の
ち
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
た
が
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）

に
、
鶴
岡
市
立
図
書
館
郷
土
資
料
館
で
見
つ
か
り
現
在
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
朝
倉
海
玄
編
『
湯
殿
山　

別
当
注
連
梵
寺　

亀
鏡
志
』（
湯
殿
山
注
連

寺
発
行
、
二
〇
一
六
年
）
に
そ
の
影
印
が
載
せ
ら
れ
、
再
び
翻
刻
さ
れ
た
が
、

ど
ち
ら
の
翻
刻
に
も
間
違
い
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
、『
亀
鏡
志
』
と
は
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
五
月
下
旬
に
、

鉄
門
海
と
庄
内
藩
士
の
富
樫
久
定
が
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
春
に
記
さ
れ

た
注
連
寺
の
縁
起
書
を
「
改
書
」（
書
き
直
）
し
た
も
の
で
あ
る
。
富
樫
は
代

筆
者
と
考
え
ら
れ
る
。
鉄
門
海
は
自
ら
即
身
仏
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

即
身
仏
の
思
想
を
伝
え
た
代
弁
者
で
も
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

以
下
、
鶴
岡
市
立
図
書
館
郷
土
資
料
館
所
蔵
本
に
基
づ
き
、
重
要
な
箇
所
に

つ
い
て
正
確
な
翻
刻
を
掲
げ
た
上
で
検
討
す
る
。（
傍
線
は
鹿
野
、
以
下
同
じ
）。

　
　

�

御
山
え
参
る
事
ハ
多
日
の
行キ

ヤ
ウに

て
参
ル
也
。
暇イ

ト
マな

き
者
ハ
長
き
行
ハ
成
難

し
。
行
を
せ
ざ
れ
ハ
参
詣
ハ
な
ら
ん
也
。
此
故
に
五
日
七
日
之
行
ニ
て
此

堂
の
本
尊
を
拝
し
奉
れ
ハ
、
一
念
の
願
を
と
ぐ
る
結
縁
ニ
新
山
に
勧
請
有

也
。
別
而
ハ
女
人
の
為
ニ
て
候
。
其
故
ハ
、
上
火
之
行
ハ
大
切
な
れ
と

も
、
示シ

メ
シを

請
て
女
人
も
七シ

五メ

三
を
戴イ

タ
ヽく

な
り
。
然
レ
共
御
山
へ
参
る
事
ハ

不
成
。
御
山
へ
参
ら
ざ
れ
ハ
、
法
性
之
如
来
を
拝
し
奉
る
事
な
し
。
爾シ

カ
レハ

値チ

遇グ

之
縁
の
な
き
事
を
愍

ア
ハ
レ
ミて

、
此
堂
ニ
参
り
ぬ
れ
ハ
則
法
性
之
大
日
如
来

に
値チ

遇グ

し
奉
る
ゆ
へ
に
、
女
人
を
助
ケ
ん
と
思
召
ス
大
慈
悲
の
御
心
に
て

此（

マ

マ

）

所
ニ
此
処
ニ
勧
請
し
給
ふ
也
。

　

こ
れ
は
、
注
連
寺
の
新
権
現
堂
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら

は
、「
暇
な
き
者
」
つ
ま
り
忙
し
く
て
修
行
に
時
間
が
と
れ
な
い
庶
民
や
、
女

人
禁
制
で
あ
る
湯
殿
山
に
参
拝
で
き
な
い
女
性
に
つ
い
て
の
配
慮
が
う
か
が
え

る
。
こ
こ
か
ら
も
先
に
見
た
、
鉄
門
海
の
庶
民
や
女
性
を
救
済
し
た
い
と
い
う

思
想
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ほ
か
の
資
料
に
は
見
ら
れ
ず
、
と
り
わ
け
重
要

な
の
は
、
断
食
塩
断
の
意
味
に
つ
い
て
述
べ
た
以
下
の
部
分
で
あ
る
。

　
　

�

或
人
云
、
此
行
之
初
に
垢コ

リ離
を
し
て
身
を
浄キ

ヨ

メ
、
亦
上
火
ニ
付
ゆ
へ
に
平

火
を
断タ

チ

て
、
上
衣
、
冠
り
、
七シ

メ五
三
を
着
し
、
上
火
を
食
す
る
。
於
レ
理

し
か
る
べ
し
。
其
上
に
又
日
を
重
ネ
断
食
し
或
ハ
塩
を
断タ

チ

、
又
日
々
百
度

千
度
垢
離
を
重

カ
サ
ヌ
ル

事
い
か
ん
と
云
に
謂イ

ハ
ク、

垢
離
を
重
ネ
断タ

ン

食
し
塩
断タ

チ

し
て

は
け
む
事
、
信
心
勇
猛モ

ウ

故
に
て
勤
也
。
ヶ
様
之
事
も
仏
の
説ト

キ

ニ
て
候
。

　
　

�　

�

蘇
婆
呼
経ニ

云
、
金
剛
菩
薩
之
曰
、
念
誦シ

ヨ

之
人
起キ

首シ
ヨ

し
て
求ル
二
悉
地
一
者

ハ
応
レ
具
二
八
形

（
戒
）ヲ

一
、
或
ハ
二
三
日モ

又
須
二
断
食
一
、
然
し
て
後ニ

作リ
二
成

就
之
法ヲ
一
。
我
所
レ
出
之
語
ハ
不
下
為
二
心
浄
一
故ニ

教
て
令
中
断
食
上
。
但

し
衆
生
ハ
以
レ
皮ヲ

纒チ

縛タ

血チ

肉ニ
ク

髄ズ
イ

脳ノ
ウ

肝カ
ン

膽タ
ン

腸シ
ヤ
ウ

胃イ

心
腎ジ

ン

脾ヒ

肺ハ
イ

脂シ

膩ニ

痰タ
ン

膜マ
ク

屎シ

尿ネ
ウ

種
々
の
穢ヱ

物
を
常
に
流
て
不
レ

停
ト
ゝ
マ
ラ
ス。

如
レ
是
身
ハ
地
水
火
風
仮カ

リ

に
合カ

ツ

し
成シ

ヤ
ウ立ス

。
如
三
四
ノ
毒
蛇
を
置

ヲ
ク
カ

二
一ツ

ノ
箱ニ
一
。
欲
レ
令
二
彼
等
之
屎シ

尿ネ
ウ

涕テ
イ

唾タ

之
臭シ

ウ

穢ヱ

不
一レ
出
、
故ニ

為タ
メ

に
遣
二
断
食
一
。
非
下
為
レ
妨
レ
道
之（

而
）遣

レ
断
已
上

と
。
穣

ジ
ヤ
ウ

塵ク

利リ

童
子
経ニ

曰
、
修
行
者
欲ス
三
成
就
二
せ
ん
と
此
法ヲ
一
、
先
断チ
二

五
辛ヲ
一
、
不
レ
食
レ
塩
不
レ
食
レ
油ヲ

、
断チ
レ
語
を
於
一
之
浄
所ニ

、
三
時ニ

澡サ
ウ

欲ヨ
ク

し
三
時ニ

換カ
ヘ

レ
衣ヲ

、
結ヒ
レ
印
誦

シ
ヨ
ス
レ
ハ

二
随
心
之
真
言
一
万
遍ヲ
一
、
則
行
法
成

就
ス
。
於テ
二
一
切
之
事ニ
一
必ス

獲
成
就ヲ

矣
。
瞿ク

醯ケ
イ

経ニ

云
謂ク

、
換

カ
ヘ
レ
ハレ

衣ヲ

是
外

潔キ
ヨ
シ、

断ハ
レ
食ヲ

是
内
き
よ
し
。
若
内
外
浄キ

ヨ
クき

よ
け
れ
ハ
所
レ
得ウ

ル

之
果
報
微ミ

妙メ
ウ

第
一
。

Artes�Liberales No.�110,�202219



　
　

�

生
を
受
た
る
身
ハ
、
皮
ひ
と
へ
を
以
て
筋
骨
肉
、
其
間
ニ
ハ
臓
腑フ

有
て
食

物
を
包
ミ
置
、
其
食
熟
し
て
屎ク

ソ

尿イ
ハ
リ

涕ナ
ミ
タ

唾ツ
ハ
キ

津ツ

痰タ
ン

口
ニ
出
、
耳
目
之
汁シ

ル

滓カ
ス

、

身
ニ
ハ
汗ア

セ

液シ
ツ
ク

間ヒ
マ

な
く
出
ル
也
。
ヶ
様
成
臭ク

サ

キ
穢ケ

カ
レを

洗
ア
ラ
イ

浄キ
ヨ

メ
仏
前
に
可
向
。

故
に
殊コ

ト

ニ
仏
の
説
キ
給
ふ
也
。
断
食
塩
断
ハ
不
浄
を
出
ス
ま
し
き
為
也
。

　
「
上
火
」
と
は
一
世
行
人
に
よ
っ
て
き
り
出
さ
れ
た
清
浄
な
火
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
断
食
塩
断
の
意
味
に
つ
い
て
、『
蘇
婆
呼
経）

（1
（

』
と
『
穣
塵
利
童

子
経）

11
（

』
と
『
瞿
醯
経）

1（
（

』
と
い
う
三
つ
の
経
典
か
ら
の
引
用
に
基
づ
き
述
べ
て
い

る
。
断
食
塩
断
は
、
不
浄
を
外
に
出
さ
ず
、
穢
れ
を
浄
化
し
仏
に
向
か
う
た
め

で
あ
っ
た
。
な
お
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
鉄
門
海
が
本
明
海
の
衣
替
え
を
行
っ

た
の
は
、「
外
」
を
「
潔
く
」
す
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
分
か
る
。

し
か
し
重
要
な
の
は
、
断
食
の
目
的
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
と
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

　
　

�

又
断
食
も
偏
ニ
臭

ク
サ
キ

汚ケ
カ
レの

な
き
為
斗
に
も
あ
ら
す
。
西サ

イ
イ
キ域

伝
ニ
南
海
之
浜
に

有
二
山
寺
一
。
観
世
音
菩
薩
常
ニ
止リ
二
其
中
一
給
ふ
。
随
而
念
ス
ル
者
あ
れ

ハ
、
随
而
応
ず
る
事
如
レ
響

ヒ
ヽ
キ
ノ。

無
レ
不ザ

ル
二
感カ

ン

赴フ
セ

一
。
若
山
寺
に
至
て
断
食
を

七
日
す
れ
ハ
、
則
見
二
聖
者ヲ
一
親マ

ノ

為ア
タ
リに

説
法
す
。
良ヤ

ゝ

々
以
て
す
れ
ハ
、
断

食
ハ
心
猛
成
か
故
に
使

ナ
ラ
シ
ム

二
感カ

ン

見ケ
ン
ツ
ウ通

明メ
ウ

一
也
。
是
猛タ

ケ

キ
心
ヲ
以
て
強コ

ウ

勝シ
ヤ
ウに

修

す
れ
ハ
、
寝
食
を
忘ワ

ス

レ
、
然
レ
ハ
則
感
応
可
レ
爾シ

カ
ルな

り
。

　

こ
こ
に
は
「
西
域
伝
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
原
典
を
確
認
す
る
と
「
使

感
見
通
明
也
」
ま
で
が
、
そ
の
引
用
部
分
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る）

11
（

。
引
用
部
分

に
見
ら
れ
る
「
聖
者
」
と
は
鉄
門
海
に
と
っ
て
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。

同
じ
『
亀
鏡
志
』
中
の
ほ
か
の
箇
所
か
ら
検
討
す
る
。
な
お
（　

）
は
二
行
割

り
を
示
す
。

　
　

�

注
連
寺
之
新
山
権
現
ハ
則
湯
殿
大
権
現
に
て
候
。（
中
略
）
弘
法
大
師
此

山
を
開
き
給
ふ
事
ハ
八
大
金
剛
童
子
出
現
し
て
上
火
之
行
法
を
大
師
ニ
授

サ
ツ
ケ

給
ふ
也
。（
八
大
金
剛
童
子
ハ
則
湯
殿
山
大
権
現
也
）。
大
師
ハ
教
へ
の
如

く
上
火
を
行オ

コ
ナひ

給
ふ
也
。
其
上
火
之
檀タ

ン
シ
ヤ
ウ

場
に
湯
殿
山
大
権
現
を
勧
請
し
給

ふ
。
則
此
堂
に
て
候
。（
中
略
）
湯
殿
山
大
権
現
ハ
法
性
法
身
の
大
日
如

来
ニ
テ
ま
し
ま
す
故
に
、
此
堂
則
法
性
法
身
の
大
日
如
来
に
て
候
。

　
　

�

是
よ
り
三
里
程
に
し
て
対タ

イ
メ
ン面

石
と
て
二
ツ
あ
り
。
則
権
現
の
座
、
大
師
の

座
也
。
大
師
此
処
ニ
至
り
給
ふ
時
、（
中
略
）
権
現
石
上
ニ
現ケ

ン

し
た
ま
ふ

（
八
大
金
剛
童
子
也
）。
大
師
ニ
向
て
上
火
の
作サ

法ホ
ウ

軌キ

則ソ
ク

を
悉
く
説ト

キ

授サ
ツ
ケケ

給

ふ
。

　
「
上
火
之
行
法
」
と
は
「
上
火
」
を
き
り
出
す
作
法
の
こ
と
で
あ
る
。
空
海

が
、
山
中
に
出
現
し
た
湯
殿
大
権
現
（
八
大
金
剛
童
子
）
と
対
面
し
、
上
火
の

作
法
を
説
き
授
け
ら
れ
た
こ
と
、
湯
殿
大
権
現
は
大
日
如
来
の
垂
迹
で
あ
る
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
類
推
す
る
に
、
鉄
門
海
に
と
っ
て
の
「
聖

者
」
と
は
、
大
日
如
来
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
断
食
の
目
的
は
身
体

を
浄
化
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
大
日
如
来
と
「
感
応
」
す
る
た
め
で
あ
っ

た）
11
（

。
そ
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
が
、「
西
域
伝
」
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、『
亀
鏡
志
』
に
は
、
以
下
の
記
述
も
見
ら
れ
る
。

　
　

�

大
師
此
寺
ニ
留ト

ヽ
マり

給
ふ
印
ニ
古
キ
書
に
三
十
三
尊
廿
一
種シ

ヨ

と
云
事
あ
り
。

（
中
略
）
理リ

趣シ
ヨ

経
、
大
黒
天
之
板ハ

ン

、
六
字
之
板
（
剣
ノ
名
号
）、
此
三
種
も

二
十
一
種
の
内
成
べ
き
か
（
今
に
有
）。
亦
三
十
三
尊
ハ
権
現
堂
之
本
尊

大
日
如
来
（
則
今
の
本
尊
也
。
是
破
損
し
て
貞
享
之
年
京
に
て
再
興
ス
）。

上
品
之
弥
陀
如
来
（
文
和
年
中
之
火
事
に
此
仏
即
時
に
失
せ
給
ふ
。
後
堂

再
興
之
時
出
給
ふ
也
。
今
に
あ
り
）、（
中
略
）
文
禄
元
年
之
冬
臘
月
十
七

日
権
現
堂
焼
失
ス
（
此
時
上
品
之
弥
陀
失
ス
。
大
日
如
来
の
事
沙
汰
な
く

知シ
レ

ぬ
。
破
れ
て
器

ウ
ツ
ワ
モ
ノニ

入
て
置
な
ら
ん
）。
而

シ
カ
ウ
シ
テ

后ノ
チ

寛
永
廿
年
之
頃
、
住
持

宗
長
法
印
、
藤
堂
大
学
頭
殿
之
助
力
を
以
て
造ゾ

ウ

興コ
ウ

ス
。
地
形
之
時
件ク

タ
ンの

炭

灰ハ
イ

の
上
ニ
上
品
之
弥
陀
出
現ケ

ン

す
。
遠ヱ

ン

近キ
ン

之
貴キ

賤セ
ン

感
動
ス
（
今
現
に
在
ス
な

り
）。
扨
大
日
如
来
ハ
悉
く
損ソ

ン

シ
在イ

マ

ス
。
貞
享
之
年
於テ
二
京
都ニ
一
再サ

イ

補ホ
シ

奉

り
、
今
権
現
堂
ニ
安ア

ン

置チ

ス
。

　

傍
線
を
引
い
た
と
こ
ろ
に
は
、
阿
弥
陀
信
仰
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
海
向

寺
（
酒
田
市
日
吉
町
）
所
蔵
の
掛
け
軸
「
当
山
中
興
八
世�

鉄
門
海
上
人
筆�

六
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字
名
号
」
に
も
以
下
の
通
り
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

南�

無�

阿�

弥�

陀�

仏

　
　
　
　

恵
眼
院
鐵
門
上
人
七
十
一
歳
書
（
印
）

　

鉄
門
海
は
阿
弥
陀
信
仰
も
と
り
わ
け
重
視
し
て
い
た
。

（
二
）
平
安
時
代
の
往
生
伝
な
ど
と
の
比
較

　

以
上
、
江
戸
時
代
の
即
身
仏
に
関
し
て
『
亀
鏡
志
』
を
取
り
上
げ
て
分
析
し

た
。
と
い
う
の
は
『
亀
鏡
志
』
に
か
か
わ
る
鉄
門
海
自
身
が
「
即
身
仏
」
と
さ

れ
て
お
り
、
か
つ
、
こ
の
書
物
は
「
即
身
仏
」
鉄
門
海
の
座
布
団
の
下
か
ら
見

つ
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
上
火
」
の
作
法
や
断
食
な
ど
の
修
行
方

法
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
即
身
仏
」
に
な
る
た
め
の
規
範
と
な
る
重
要
な
手
引

き
書
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
即
身
仏
は
仏
教
者
の
自
死
の
範
疇
に
入

る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
か
ら
は
往
生
伝
に
注
目
し
、
平
安
時
代
の
往
生

伝
な
ど
に
と
り
わ
け
多
く
見
ら
れ
る
自
死
の
場
合
と
比
較
し
て
み
た
い
。
資
料

と
し
て
は
、
日
本
思
想
大
系
七
『
往
生
伝　

法
華
験
記
』（
岩
波
書
店
）
を
使

用
す
る
。
こ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
往
生
伝
な
ど
に
、
ど
れ
く
ら
い
の
自
死
の

例
が
あ
る
か
。
分
析
し
た
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

・�

慶
滋
保
胤
（
？
〜
長
保
四
・
一
〇
〇
二
年
）『
日
本
往
生
極
楽
記
』
永
延
元

年
（
九
八
七
）
頃
成
立
。

　
　

〇
名
／
四
五
名

・�『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』（『
本
朝
法
華
験
記
』、
巻
上
・
中
・
下
）
長
久
年

間
（
一
〇
四
〇
〜
一
〇
四
四
）
成
立
。

　
　

三
名
／
一
二
九
名

　
　
「
上
第
九　

奈
智
山
の
応
照
法
師
」
熊
野
（
焼
身
）

　
　
「
上
第
十
五　

薩
摩
国
の
持
経
の
沙
門
某
」（
焼
身
）

　
　
「
中
第
四
十
七　

越
後
国
の
鍬
取
上
人
」（
焼
身
）

・�

大
江
匡
房
（
長
久
二
・
一
〇
四
一
年
〜
天
永
二
・
一
一
一
一
年
）『
続
本
朝

往
生
伝
』
康
和
三
年
（
一
一
〇
一
）
頃
成
立
。

　
　

〇
名
／
四
二
名

・�

大
江
匡
房
『
本
朝
神
仙
伝
』
承
徳
二
年
（
一
〇
九
八
）
頃
成
立
。

　
　

〇
名
／
三
一
名

・�

三
善
為
康
（
永
承
四
・
一
〇
四
九
年
〜
保
延
五
・
一
一
三
九
年
）『
拾
遺
往

生
伝
』（
巻
上
・
中
・
下
）
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
頃
成
立
。

　
　

三
名
／
九
五
名

　
　
「
中
五　

無
名
上
人
」
康
平
年
間
（
一
〇
五
八
〜
一
〇
六
四
）（
焼
身
）

　
　
「
中
二
三　

藤
井
久
任
」（
焼
身
）

　
　
「
下
一
七　

持
経
者
長
明
」
永
保
年
間
（
一
〇
八
一
〜
一
〇
八
三
）（
焼
身
）

・�

三
善
為
康
『
後
拾
遺
往
生
伝
』（
巻
上
・
中
・
下
）
保
延
三
年
（
一
一
三
七
）

〜
保
延
五
年
（
一
一
三
九
）
の
間
成
立
。

　
　

三
名
／
七
三
名　

　
　
「
上
四　

薩
摩
国
旅
僧
」
天
永
三
年
（
一
一
一
二
）（
入
水
）

　
　
「
上
一
四　

伊
予
国
僧
円
観
」
康
平
五
年
（
一
〇
六
二
）（
焼
身
）

　
　
「
下
五　

上
人
行
範
」
大
治
年
間
（
一
一
二
六
〜
一
一
三
〇
）（
入
水
）

・�

蓮
禅
（
藤
原
資
基
）『
三
外
往
生
記
』
保
延
五
年
（
一
一
三
九
）
以
後
成
立
。

　
　

六
名
／
五
二
名

　
　
「
二
〇　

土
佐
国
金
剛
定
寺
上
人
」（
焼
身
）

　
　
「
二
〇　

一
児
童
」（
焼
身
）

　
　
「
二
三　

僧
永
助
」（
焼
身
）

　
　
「
二
六　

近
江
国
聖
」（
入
水
）

　
　
「
四
一　

近
江
国
一
父
」（
焼
身
）

　
　
「
四
五　

越
前
国
入
道
念
覚
」（
焼
身
）

・
藤
原
宗
友
『
本
朝
新
修
往
生
伝
』
仁
平
元
年
（
一
一
五
一
）
成
立
。

　
　

二
名
／
四
一
名

　
　
「
三　

丹
後
国
一
行
人
」（
焼
身
・
入
水
）

　
　
「
一
一　

沙
門
行
範
」
大
治
年
間
（
一
一
二
六
〜
一
一
三
〇
）（
入
水
）

・�

如
寂
『
高
野
山
往
生
伝
』
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
以
後
成
立
。
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〇
名
／
三
八
名

・�
行
仙
坊
（
？
〜
弘
安
元
・
一
二
七
八
年
）『
念
仏
往
生
伝
』（
残
簡
、
鎌
倉
時

代
の
も
の
）

　
　

〇
名
／
一
七
名

　

延
べ
人
数
は
十
七
名
で
あ
る
が
、『
後
拾
遺
往
生
伝
』
の
「
下
五　

上
人
行

範
」
と
『
本
朝
新
修
往
生
伝
』
の
「
一
一　

沙
門
行
範
」
は
重
複
し
て
い
る
。

　

以
下
の
延
べ
十
七
名
に
つ
い
て
の
記
述
の
う
ち
、
自
死
の
方
法
や
そ
の
動
機

に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
挙
げ
て
分
析
す
る
。
ま
ず
は
『
大
日
本
国
法

華
経
験
記
』
で
あ
る
。（
傍
線
は
鹿
野
、
以
下
同
じ
）。

　
　

�

沙
門
応
照
は
、
熊
野
奈
智
山
の
住
僧
な
り
。（
中
略
）
法
華
を
読
誦
す
る

を
そ
の
業
と
な
し
、
仏
道
を
勤ご

ん

求ぐ

す
る
を
そ
の
志
と
な
し
て
、
山
林
樹
下

を
棲す

み
かと

な
し
、
人
間
の
交
雑
を
楽ね

が

は
ず
。
法
華
を
転
誦
す
る
の
時
、
薬
王

品
に
至
る
ご
と
に
、
骨
髄
に
銘
じ
肝か

ん
た
む胆

に
徹
し
て
、
喜
見
菩
薩
の
身
を
焼

き
臂
を
燃や

き
し
こ
と
を
恋
慕
随
喜
せ
り
。
遂
に
念
願
を
発お

こ

す
ら
く
、
我
薬

王
菩
薩
の
ご
と
く
、
こ
の
身
を
焼
き
て
諸
の
仏
に
供
養
せ
む
と
お
も
へ

り
。
穀
を
断
ち
塩
を
離
れ
て
、
更
に
甘
味
を
食じ

き

せ
ず
。
松
葉
を
膳

か
し
は
でと

な

し
、
ま
た
風
水
を
服
し
て
、
も
て
内
外
の
不
浄
を
浄
め
、
焼
身
の
方
便
と

な
す
。
焼
身
の
時
に
臨
み
て
、
新
し
き
紙
の
法
服
を
着
て
、
手
に
香
炉
を

執
り
、
薪
の
上
結け

つ

跏か

趺ふ

ざ坐
し
て
、
面

ま
の
あ
たり

に
西
方
に
向
ひ
、
諸
仏
を
勧

く
わ
ん
じ
や
う

請
し

て
、
発ほ

つ

願ぐ
わ
んし

て
言
は
く
、
我
こ
の
身
心
を
も
て
法
華
経
に
供
養
し
、
頂
を

も
て
上
方
の
諸
仏
に
供
養
し
、
足
を
も
て
下
方
の
世
尊
に
奉
献
す
。
背
の

方
を
ば
東
方
の
薄ば

伽ぎ
や

梵ぼ
ん

納
受
し
た
ま
へ
。
前
の
法
を
ば
西
方
の
正

し
や
う

遍へ
ん

知ち

哀あ
い
み
ん愍

し
た
ま
へ
。
乃
至
胸
を
も
て
釈
迦
大
師
に
供
養
し
、
左
右
の
脇
を
も

て
多
宝
世
尊
に
施
し
、
咽の

む
ど喉

を
も
て
阿
弥
陀
如
来
に
奉
上
す
。
乃
至
五
臓

は
五
智
如
来
に
供
養
し
、
六
府
を
も
て
六
道
の
衆
生
に
施
与
す
、
云
云
と

い
ふ
。
即
ち
定
印
を
結
び
て
、
口
に
妙
法
を
誦
し
、
心
に
三
宝
を
信
ず
。

乃
至
身す

が
た体

は
灰
と
成
り
し
も
、
経
を
誦
す
る
音こ

ゑ

絶
え
ず
、
散
乱
の
気け

し
き色

を

見
ず
。
煙
の
香
臭く

さ

か
ら
ず
、
沈ぢ

む
だ
ん檀

の
香
を
焼た

く
に
似
た
り
。（
中
略
）
こ

れ
則
ち
日
本
国
最さ

い

初そ

の
焼
身
な
り
。（
後
略）

11
（

）

　

場
所
は
熊
野
。
こ
の
応
照
法
師
が
日
本
初
の
焼
身
だ
と
い
う
。
喜
見
菩
薩
と

は
、『
法
華
経
』
薬
王
菩
薩
本
事
品
に
見
ら
れ
る
薬
王
菩
薩
の
前
世
の
姿
で
あ

り
、
仏
や
『
法
華
経
』
に
供
養
す
る
た
め
臂
を
燃
や
し
た
菩
薩
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
応
照
法
師
は
断
食
し
て
身
体
を
浄
化
し
た
上
で
焼
身
を
遂
げ
て
い

る
が
、
そ
れ
は
、
我
が
身
を
諸
仏
な
ど
に
供
養
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
と

言
え
る
。
次
も
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
か
ら
で
あ
る
。

　
　

�

薩
摩
国
に
一
人
の
沙
門
あ
り
、
そ
の
名
を
知
ら
ず
。
出
家
し
て
よ
り
已の

後ち

、
法
華
を
読
誦
し
、
三
時
に
常
に
法ほ

つ
く
ゑ
せ
ん
ぼ
ふ

華
懺
法
を
修
せ
り
。（
中
略
）
三

年
山
に
籠
り
て
、
千
部
の
法
華
経
を
読
誦
し
已
へ
て
、
こ
の
思
惟
を
作
さ

く
、
発お

こ

し
難
き
信
を
発
し
て
、
千
部
の
経
を
誦
し
、
自
他
の
罪
を
悔
い

て
、
三
時
に
懺ざ

ん
ぐ
ゑ悔

す
。
も
し
我わ

れ

山
を
出
で
て
、
人
間
に
交け

う
ざ
ふ雑

せ
ば
、
世
習

に
染ぜ

ん
ぢ
や
く着

し
て
、
還
り
て
悪
業
を
作
り
、
邪
見
に
牽
か
れ
て
、
円
乘
の
善
を

廃
せ
む
。
我
身し

ん
み
や
う

命
を
愛
せ
ず
、
た
だ
極
楽
浄
土
に
生
れ
む
こ
と
を
念
ふ
。

身
を
焼
き
三
宝
に
供
養
す
る
に
し
か
ず
と
お
も
へ
り
。
こ
の
念
を
生な

し
已

へ
て
、
弥

い
よ
い
よ

信
力
を
励
ま
し
、
深
く
道
心
を
発
し
て
、
有う

待だ
い

の
身
を
焼
く

こ
と
、
喜
見
に
異
な
ら
ず
。

　
　

�

身
を
焼
く
の
時
に
臨
み
て
、
誓
願
を
立
て
て
云
は
く
、
我
千
部
の
経
に
依

り
て
、
当
に
極
楽
世
界
に
生
る
べ
し
。
焼
身
の
跡
に
お
い
て
奇あ

や

し
き
こ
と

あ
る
べ
し
、
云
云
と
い
へ
り
。
即
ち
身
を
焼
く
の
間
、
風
は
吹
か
ず
と
い

へ
ど
も
、
煙
は
西
に
向
か
ひ
て
疾と

く
行
き
趣
き
ぬ
。
空
は
明
か
に
晴
る
と

い
へ
ど
も
、
紫
雲
東
に
指
し
て
聳そ

び

け
り
。（
後
略）

11
（

）

　

こ
れ
は
、
応
照
法
師
の
場
合
と
同
じ
く
喜
見
菩
薩
の
話
と
関
係
が
あ
る
。
ま

た
、「
身
を
焼
き
三
宝
に
供
養
す
る
に
し
か
ず
と
お
も
へ
り
」
と
も
見
え
る
。

た
だ
し
、「
も
し
我
山
を
出
で
て
、
人
間
に
交
雑
せ
ば
、
世
習
に
染
着
し
て
、

還
り
て
悪
業
を
作
り
、
邪
見
に
牽
か
れ
て
、
円
乘
の
善
を
廃
せ
む
。
我
身
命
を

愛
せ
ず
、
た
だ
極
楽
に
生
れ
む
こ
と
を
念
ふ
。
身
を
焼
き
」
と
あ
る
よ
う
に
、

応
照
の
場
合
よ
り
は
、
世
の
中
を
厭
い
、
命
に
執
着
せ
ず
、
極
楽
浄
土
に
生
ま
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れ
変
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
が
強
い
。
つ
ぎ
は
『
拾
遺
往
生
伝
』
か
ら
で
あ
る
。

　
　

�
持
経
者
長
明
は
、
信
濃
国
戸と

隠か
く
し

山
の
住
僧
な
り
。
生
年
廿
五
に
し
て
、

言
語
を
断
ち
て
三
年
、
法
花
を
誦じ

ゆ

し
て
幾

い
く
ば
くの

日
ぞ
。
毎
日
に
百
部
な
り
。

（
中
略
）
邂た

ま
さ
か逅

に
客
に
語
り
て
曰
く
、
吾
は
こ
れ
喜
見
菩
薩
の
後
身
な
り
。

こ
の
処
に
来
り
生
れ
て
、
身
を
焼
く
こ
と
三
遍
な
り
。
今
生
の
終じ

う
え
ん焉

は
、

三
月
十
五
日
を
期ご

せ
む
。
然
れ
ど
も
都
率
天
の
上
は
、
来
る
に
会か

な
らず

限
あ

り
と
い
へ
り
。
二
月
十
八
日
、
遂
に
も
て
身
を
焼
き
つ
。
時
に
永
保
年
中

な
り
。（
後
略）

11
（

）

　

こ
の
話
の
場
合
も
、
喜
見
菩
薩
と
関
係
が
あ
る
。
以
下
で
は
『
後
拾
遺
往
生

伝
』
か
ら
一
例
、『
三
外
往
生
記
』
か
ら
二
例
を
挙
げ
る
。

　
　

�

上
人
行
範
な
る
者
、
台
山
の
住
僧
な
り
。
大
治
年
中
、
世
間
静
か
な
ら

ず
、
常
に
無
常
を
観
じ
、
自
ら
有
為
を
厭
ひ
、
便
ち
天
王
寺
に
詣
り
、
七

日
食
を
断
ち
、
一
心
に
念
仏
し
、
浄
衣
を
着
し
、
衣
の
裏
に
沙
を
盛
り
、

海
中
に
往
き
て
、
将
に
身
を
投
げ
ん
と
す
。（
中
略
）
沈
没
し
て
止
む
。

（
後
略）

11
（

）

　
　

�

土
左
国
金
剛
定
寺
に
一
上
人
有
り
。
頃
年
の
間
、
望
み
を
西
方
に
繋
ぎ
、

今
生
の
事
、
敢
え
て
芥か

い
た
い蔕

せ
ず
。
往
生
の
念
は
、
老
い
て
い
よ
い
よ
切
な

り
。
残
年
の
長
き
を
厭
ひ
、
遂
に
以
て
焼
身
を
企
つ
。
先
づ
薪
を
浄
所
に

積
み
、
身
を
其
の
中
に
納
め
、
合
掌
し
て
西
に
向
か
ひ
、
高
声
に
念
仏

す
。（
後
略）

11
（

）

　
　

�

入
道
念
覚
、
越
前
国
坂
北
郡
の
詔
隆
寺
に
住
む
。
廿
余
年
、
念
仏
を
事
と

為
し
、
い
よ
い
よ
余
生
を
厭
ひ
、
俄
に
其
の
身
を
焼
く
。
先
づ
西
方
に
向

か
ひ
、
礼
拝
す
る
こ
と
千
返
。
次
に
高
声
に
合か

つ
さ
つ殺

す
。（
中
略
）
又
た
念

仏
千
遍
、
薪
の
後
ろ
に
就
き
、
手
に
定
印
を
結
び
、
猶
ほ
以
て
念
仏
す
。

薪
尽
き
煙
晴
れ
、
紫
雲
天
に
弥わ

た

り
他
境
に
当
た
る
。（
後
略）

11
（

）

　

以
上
の
『
後
拾
遺
往
生
伝
』
と
『
三
外
往
生
記
』
の
三
例
は
、
こ
の
世
を
厭

う
と
い
う
思
い
が
自
死
に
至
っ
た
動
機
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
よ
り
、
平
安
時
代
の
往
生
伝
な
ど
に
見
ら
れ
る
自
死
の
動
機
と
し
て

は
、
我
が
身
を
諸
仏
な
ど
に
供
養
す
る
こ
と
（
焼
身
往
生
）
と
、
世
を
厭
う
と

い
う
こ
と
（
焼
身
往
生
・
入
水
往
生
）
の
二
つ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
往
生

伝
な
ど
の
な
か
で
も
比
較
的
初
期
の
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』（
長
久
年
間

〈
一
〇
四
〇
〜
一
〇
四
四
〉
成
立
）
と
『
拾
遺
往
生
伝
』（
天
永
二
・
一
一
一
一

年
成
立
）
で
は
、
諸
仏
な
ど
へ
の
供
養
の
面
が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
よ
り

も
比
較
的
新
し
い
『
後
拾
遺
往
生
伝
』（
保
延
三
・
一
一
三
七
〜
保
延
五
・
一

一
三
九
年
の
間
成
立
）
や
『
三
外
往
生
記
』（
保
延
五
・
一
一
三
九
年
以
降
成

立
）
で
は
、
世
を
厭
う
と
い
う
面
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
身

体
を
残
す
と
い
う
思
想
は
見
ら
れ
な
い
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、『
亀
鑑
志
』
に
見
ら
れ
る
大
日
如
来
と
の
「
感
応
」
に
関

連
し
て
断
食
に
注
目
し
た
い
。
断
食
は
江
戸
時
代
の
即
身
仏
の
場
合
だ
け
で
は

な
く
、
平
安
時
代
の
往
生
伝
な
ど
に
と
り
わ
け
多
く
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
断
食
に
関
す
る
記
述
や
表
現
に
注
目
す
る
。
ま
ず
は
、
先
の
往
生
伝
な

ど
に
見
ら
れ
る
断
食
の
す
べ
て
の
記
述
と
表
現
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

　
『
日
本
往
生
極
楽
記
』

　
　
「
永
絶
二
喰
飯
一
」（
一
四
）、「
断
二
飲
食
一
、
唯
飲
レ
茶
耳
」（
一
五
）

　
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』

　
　

�「
断
レ
穀
断
レ
塩
、
厭
二
世
美
味
一
」（
上
第
五
）、「
断
レ
穀
離
レ
塩
、
更
不
レ

食
二
甘
味
一
」（
上
第
九
、
焼
身
）、「
常
以
レ
断
レ
食
為
レ
業
…
又
断
レ
塩
」

（
上
第
廿
）、「
最
初
断
レ
穀
、
菜
蔬
為
レ
食
、
次
離
二
菜
蔬
一
、
菓
蓏
為
レ

食
、
漸
留
二
飲
食
一
、
服
二
粟
一
粒
一
…
口
離
二
飧
食
一
」（
中
第
四
十
四
）、

「
不
レ
食
逕
二
歴
数
日
一
…
十
廿
日
不
レ
食
…
断
レ
食
」（
中
第
四
十
七
、
焼

身
）、「
永
断
二
穀
塩
一
、
只
飧
二
菜
蔬
一
」（
中
第
四
十
九
）、「
七
日
断
レ

食
」（
中
第
五
十
三
）、「
数
日
不
レ
食
…
数
日
断
レ
食
」（
中
第
六
十
六
）、

「
断
レ
食
」（
中
第
七
十
四
）、「
断
レ
食
断
レ
塩
」（
下
第
八
十
九
）、「
断
レ

食
」（
下
第
九
十
二
）
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『
続
本
朝
往
生
伝
』

　
　
「
長
断
二
米
穀
一
」（
三
〇
）

　
『
本
朝
神
仙
伝
』
承
徳
二
年

　
　

�「
絶
レ
粒
避
レ
穀
」（
六
）、「
毎
日
服
二
粟
一
粒
一
」（
一
一
）、「
避
レ
穀
絶
レ

粒
」（
一
四
）、「
全
無
二
炊
爨
之
器
一
」（
一
七
）、「
飲
食
長
絶
」（
一
八
）、

「
絶
レ
粒
罷
レ
食
」（
一
九
）

　
『
拾
遺
往
生
伝
』

　
　

�「
数
日
断
レ
食
」（
上
一
六
）、「
断
二
穀
塩
味
一
」（
上
一
七
）、「
断
レ
食
七

日
…
断
レ
食
」（
中
二
二
）、「
断
レ
穀
…
断
レ
食
」（
下
一
五
）

　
『
後
拾
遺
往
生
伝
』

　
　

�「
断
レ
食
七
日
」（
上
四
、
入
水
）、「
七
日
断
レ
食
」（
下
五
、
入
水
）

　
『
三
外
往
生
記
』

　
　
「
永
断
二
酒
塩
一
」（
三
三
）

　
『
本
朝
新
修
往
生
伝
』

　
　
「
七
日
断
レ
食
」（
一
一
、
入
水
）

　
『
高
野
山
往
生
伝
』

　
　
「
断
二
塩
穀
味
一
」（
四
）、「
永
断
二
五
穀
一
…
口
不
レ
嘗
二
塩
酢
一
」（
七
）

　

こ
れ
ら
を
見
る
と
、『
日
本
往
生
極
楽
記
』
よ
り
後
の
往
生
伝
な
ど
の
断
食

に
関
す
る
ほ
と
ん
ど
の
表
現
が
、『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
に
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
共
通
し
て
い
る
表
現
に
は
二
重
線
を
引
い
て
お
い
た
。

よ
っ
て
、『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
の
記
述
が
、
ほ
か
の
往
生
伝
な
ど
で
も

採
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
鉄
門
海
の
『
亀
鏡
志
』
に
見
ら
れ
る
断
食
に
関
す
る
表
現
、「
日
を

重
ね
断
食
し
或
ハ
塩
を
断
」、「
断
食
し
塩
断
し
て
」、「
断
食
塩
断
」、「
断
食
を

七
日
す
れ
ハ
」
も
、『
大
日
本
国
法
華
験
経
記
』
に
見
ら
れ
る
。『
亀
鏡
志
』
に

も
、『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
が
影
響
を
与
え
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
先
に
も
検
討
し
た
よ
う
に
、
鉄
門
海
の
場
合
、
断
食
の
目
的
は
内
外

清
浄
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
大
日
如
来
と
自
己
が
「
感
応
」
す
る
こ
と

が
説
か
れ
て
い
た
。
こ
の
点
は
、
平
安
時
代
の
往
生
伝
な
ど
に
見
ら
れ
る
自
死

の
場
合
と
は
異
な
る
。
そ
し
て
『
亀
鏡
志
』
の
断
食
に
は
、
他
者
救
済
と
い
う

目
的
は
見
ら
れ
な
い
。

補
論　

�

盛
岡
藩
領
・
岩
手
県
域
に
お
け
る
鉄
門
海
と
そ
の
門
下
の
布
教

活
動

　

鉄
門
海
、
鉄
門
上
人
の
石
碑
は
庄
内
地
方
を
中
心
に
山
形
県
外
に
ま
で
存
在

す
る）

11
（

。
彼
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
布
教
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
石
碑

の
八
割
は
、「
湯
殿
山　

鉄
門
海
」
ま
た
は
、「
恵
眼
院　

鉄
門
上
人
」
で
あ
る

が
、
三
山
碑
や
南
無
阿
弥
陀
仏
な
ど
の
碑
文
も
見
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
補
論
と
し
て
、
そ
の
な
か
で
鉄
門
海
お
よ
び
そ
の
門
下
の
盛
岡
藩

領
と
岩
手
県
域
に
お
け
る
布
教
活
動
の
展
開
に
つ
い
て
、
新
発
見
の
資
料
を
手

が
か
り
に
、
従
来
の
説
明
の
誤
り
を
訂
正
し
つ
つ
述
べ
た
い
と
思
う
。
当
該
地

域
に
お
い
て
布
教
活
動
を
主
に
担
っ
た
の
は
順
番
に
、
南
海
、
門
海
・
学
竜

海
、
鉄
竜
海
で
あ
る
。

（
一
）
南
海
と
門
海

　

こ
の
た
び
鹿
野
と
中
村
は
、
岩
手
県
岩
手
郡
岩
手
町
の
豊
城
稲
荷
神
社
（
岩

手
町
川
口
第
一
五
地
割
一
六
二
─
二
）
の
左
脇
の
、
額
に
「
金
毘
羅
様
」
と
あ

る
鳥
居
か
ら
丘
を
登
っ
て
い
っ
た
上
に
あ
る
塚
で
、「
鉄
門
上
人
」
の
文
字
が

刻
ま
れ
た
石
碑
の
調
査
を
行
っ
た）

1（
（

。
塚
の
上
に
は
、
左
に
文
字
の
な
い
石
（
横

二
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
縦
二
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
）
が
あ
り
、
そ
の
右
側
に
は
折
れ
た
石
碑
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
文

政
元
年
（
一
八
一
八
）
十
二
月
八
日
の
日
付
が
見
え
る
。
調
査
の
後
、
岩
手
県

の
石
碑
（
県
北
と
県
南
以
外
）
を
丹
念
に
書
き
写
し
た
臼
澤
正
充
『
岩
手
の
石

碑
』（
二
〇
〇
四
年
、
岩
手
県
立
図
書
館
所
蔵
）
に
当
神
社
の
石
碑
の
図
が
あ

鉄門海の思想 24



る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
た
だ
し
、
塚
の
上
の
左
側
の
石
に
つ
い
て
の
言
及
は
な

く
、
欠
落
し
て
い
る
他
の
石
造
物
（
動
物
、
石
塔
）
も
あ
り
、
ま
た
位
置
関
係

も
不
明
で
あ
る
。
臼
澤
氏
が
書
き
写
し
た
石
造
物
と
そ
の
位
置
関
係
を
示
し
た

の
が
下
の
図
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
「
玉
東
山
」
と
は
姫
神
山
、「
岩
鷲
山
」
と
は
岩
手
山
、「
當
村
」
と

は
川
口
村
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
岩
手
町
の
鉄
門
海
碑
は
、『
岩
手
町
史）

11
（

』
の
な
か
に
「
鉄
門
上
人
」
の

名
が
見
え
、
先
述
し
た
『
岩
手
の
石
碑
』
の
図
の
な
か
に
も
見
え
る
も
の
の
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
岩
手
県
内
の
鉄
門
海
関
係
の
石
碑
は
現
在
の
と
こ

ろ
、
二
戸
市
に
三
基
（
九
戸
城
跡
松
ノ
丸
跡
／
文
化
九
・
一
八
一
二
年
一
月
、

武
内
神
社
／
文
化
九
年
一
月
八
日
、
愛
宕
神
社
）、
山
田
町
に
一
基
（
関
口
神

社
／
文
政
三
・
一
八
二
〇
年
十
一
月
）
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
だ
け

で）
11
（

、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
塚
の
上
の
右
側
の
折
れ
て
い
る
石
碑

に
は
、
た
し
か
に
「
鉄
門
上
人
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
二
つ
に
折
れ
て

い
る
と
こ
ろ
を
合
わ
せ
て
み
る
と
、
こ
の
地
域
で
は
出
羽
三
山
に
行
け
な
い

人
々
が
、
姫
神
山
を
月
山
に
、
金
毘
羅
塔
を
湯
殿
山
に
、
岩
手
山
を
羽
黒
山
に

見
立
て
て
信
仰
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
「
金
毘
羅
塔
」
に
当
た
る
も

の
が
何
を
指
す
の
か
。
当
該
石
碑
の
立
地
を
考
え
る
と
、
先
述
し
た
と
お
り
、

川
口
の
豊
城
稲
荷
神
社
の
左
手
前
に
「
金
毘
羅
様
」
と
書
か
れ
た
鳥
居
が
あ

り
、
そ
の
鳥
居
か
ら
登
っ
て
い
っ
た
塚
の
上
に
当
該
石
碑
と
そ
の
左
側
に
石
が

あ
り
、
そ
の
ほ
か
の
石
造
物
も
あ
る
。
湯
殿
山
と
そ
れ
に
見
立
て
ら
れ
た
「
金

毘
羅
塔
」
と
い
う
の
は
、
塚
の
上
の
二
つ
の
石
と
か
か
わ
り
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
鉄
門
海
本
人
が
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
現
岩
手
町
に
来

た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
塚
は
い
わ
ば
「
湯
殿
塚
」
と
も
言
え

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
補
論
で
と
り
わ
け
注
目
し
た
い
の
は
「
鉄
門
上
人
」
の
文
字
と
と
も

に
、
そ
の
脇
に
あ
る
「
南
海
」
の
文
字
で
あ
る
。「
南
海
」
に
つ
い
て
は
「
海

向
寺
史
料
」（『
酒
田
市
史　

史
料
篇
第
七
集　

生
活
文
化
篇
』）
に
も
そ
の
名
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が
見
え
る
。
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
十
二
月
付
け
の
文
書
に
は
「
南
部
出
所

也
」
と
し
て
「
南
海
行
」
と
あ
る
（
七
〇
四
頁
）。
そ
の
ほ
か
文
政
十
年
十
二

月
付
け
で
鉄
門
「
上
人
」
が
「
南
海
様
」
に
宛
て
た
も
の
（
七
〇
五
頁
）、
文

政
十
一
年
一
月
付
け
の
「
同
拾
両
御
上
に
差
上
置
候
御
証
之
扣
」
は
、
榊
原
伊

三
郎
・
寒
河
江
壽
右
衛
門
・
青
柳
周
治
が
「
鐵
門
上
人
」
と
「
南
海
行
人
」
に

宛
て
た
も
の
で
あ
る
（
七
〇
六
頁
）。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
七
月
九
日
付

け
で
注
連
寺
の
「
鐵
門
海
」
が
「
清
海
御
行
」
に
宛
て
て
「
先
達
而
海
向
寺
南

海
病
死
い
た
し
候
」
と
伝
え
た
も
の
と
、
そ
れ
に
対
し
て
清
海
が
「
注
連
寺
」

と
「
鐵
門
上
人
様
」
に
宛
て
て
「
酒
田
海
向
寺
南
海
御
行
御
病
気
之
処
御
養
生

不
レ
被
レ
為
レ
叶
、
終
ひ
御
病
死
被
レ
成
何
共
御
悔
可
二
申
上
一
様
無
二
御
坐
一
御

同
意
残
多
奉
レ
存
候
」
と
答
え
た
も
の
も
あ
る
（
七
〇
八
頁
）。「
妙
高
山
海
向

寺
」
の
な
か
に
は
「
権
大
僧
都
南
海
法
印　

文
政
十
二
年
己
丑
六
月
二
十
四

日
」
と
見
え
る
（
七
一
三
頁
）。
さ
ら
に
「
海
向
寺
史
料
」
に
は
南
海
に
つ
い

て
以
下
の
通
り
詳
し
く
紹
介
し
た
文
書
が
あ
る
（
七
〇
六
頁
）。

　
　

�

南
海
行
者
南
部
国
沼
郡
内
と
云
所
よ
り
参
居
候
御
行
也
。
文
化
九
年
八
月

中
頃
御
上
人
様
加
茂
坂
切
平
ら
け
道
普
請
被
レ
遊
し
頃
、
御
上
人
様
え
随

身
し
御
気
に
叶
ひ
、
其
後
文
政
六
年
末
十
月
海
向
寺
看
主
ニ
被
二
仰
渡
一

而
首
尾
能
相
勤
候
。
其
後
勝
手
廻
御
寝
所
住
居
直
し
之
普
請
悉
く
結
構
ニ

出
来
上
り
、
文
政
十
二
丑
年
六
月
廿
四
日
ニ
病
死
い
た
し
、
則
遺
骸
ハ
真

言
宗
竜
厳
寺
ニ
火
葬
に
し
て
海
向
寺
中
ニ
葬
る
。

　

南
海
は
盛
岡
藩
領
の
沼
郡
内
（
沼
宮
内
）
出
身
で
鉄
門
海
の
門
人
と
な
り
、

海
向
寺
住
職
に
ま
で
な
っ
て
お
り
、
鉄
門
海
の
信
頼
が
厚
か
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。

　

前
に
掲
げ
た
『
酒
田
市
史
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
政
十
二
年
（
一
八
二

九
）
十
月
二
十
五
日
付
け
の
鉄
門
海
の
遺
言
書
に
は
、
鉄
門
海
が
後
事
を
託
し

た
門
下
の
な
か
に
「
南
部
森
岡
／
門
海
」
と
見
え
、
さ
ら
に
「
南
部
門
海
弟
子

／
学
竜
海
」
と
も
見
え
る
（
七
〇
〇
頁
）。
山
澤
学
氏
は
こ
の
資
料
に
注
目
し

て
鉄
門
海
の
盛
岡
藩
領
で
の
布
教
の
後
継
者
と
し
て
門
海
を
取
り
上
げ
て
い
る

が）
11
（

、
そ
の
前
に
南
海
の
活
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
見
落
と
し
て
い
る
。
南
海
は
鉄

門
海
が
亡
く
な
る
少
し
前
の
、
文
政
十
二
年
六
月
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、
遺
言

で
は
後
事
を
門
海
、
そ
し
て
そ
の
門
下
の
学
竜
海
に
託
し
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
鉄
竜
海

　

鉄
竜
海
に
関
す
る
記
述
の
基
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
渡
部
留
治
編
著
『
朝
日

村
誌
（
一
）
湯
殿
山
』（
一
九
六
四
年
）
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
は
同
書
で
の
鉄
門

海
に
つ
い
て
の
記
述
を
見
て
お
く
。
鉄
門
海
は
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
秋

に
生
ま
れ
、
酒
田
・
海
向
寺
の
再
建
を
始
め
、
鶴
岡
・
南
岳
寺
、
狩
川
・
西
光

寺
、
盛
岡
・
金
剛
珠
院
や
連
正
寺
な
ど
も
、
す
べ
て
鉄
門
海
が
建
立
し
た
も
の

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
空
海
が
六
十
二
歳
で
入
定
し
た
故
事
に
な

ら
い
、「
私
は
仏
の
前
で
大
往
生
を
と
げ
ま
す
」
と
、
穴
に
こ
も
ら
ず
、
注
連

寺
の
大
本
堂
で
鐘
を
た
た
き
な
が
ら
大
往
生
を
遂
げ
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
鉄
竜
海
に
関
し
て
は
、
伝
説
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
鉄
竜
海
は
、
現
秋
田
県
仙
北
郡
に
生
ま
れ
、
南
岳
寺
の
天
竜
海
の

も
と
に
弟
子
入
り
し
た
。
そ
の
の
ち
南
岳
寺
を
建
立
し
た
鉄
門
海
に
ゆ
か
り
の

あ
る
盛
岡
・
連
正
寺
の
住
職
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
連
正
寺
が
嘉
永
年

間
に
焼
失
し
た
の
で
再
び
南
岳
寺
に
戻
っ
た
と
い
う
。
鉄
竜
海
が
仙
人
沢
で
修

行
し
た
の
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
七
月
か
ら
と
伝
え
ら
れ
、
一
千
日
間
こ

も
っ
て
、
火
よ
け
・
病
気
よ
け
・
安
産
の
法
を
祈
願
し
た
。
そ
し
て
、
明
治
元

年
（
一
八
六
八
）、
南
岳
寺
境
内
の
堂
下
に
石
室
を
作
っ
て
生
き
な
が
ら
入
定

し
た
。

　

こ
の
伝
説
中
で
鉄
竜
海
は
火
よ
け
の
法
を
祈
願
し
た
と
あ
る
が
、
こ
の
点
は

信
頼
で
き
る
と
考
え
る
。
と
言
う
の
は
、
実
際
に
南
岳
寺
（
鶴
岡
市
砂
田
町
）

に
は
鉄
竜
海
に
関
す
る
五
点
の
掛
け
軸
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
四
点
は
ほ
ぼ
同

様
の
も
の
で
、
火
災
除
け
の
た
め
の
「
火
伏
一
筋
龍
」
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の

一
軸
に
は
つ
ぎ
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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湯
殿
山　

一
千
日
山
籠
行
者
鉄
竜
海
上
人　
（
右
手
形
）

　
　
　
（
龍
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
左
手
形
）

　
　
　
　
　

日
四
海
水
献

　
「
龍�
日
四
海
水
献
」
の
出
典
は
、
天
倫
楓
隠
編
『
諸
回
向
清し

ん

規き

』（
永
禄

九
・
一
五
六
六
年
、
明
暦
三
・
一
六
五
七
年
刊）

11
（

）
の
「
家
有
壬
癸
神
日
献
四
海

水
。」
で
あ
り
、
正
確
に
は
、「
龍�

日
献
二
四
海
水
一
」（
龍
に
日
々
四
海
の
水

を
献
ず
）
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
、
竜
は
東
西
南
北
の
海
よ
り
水
を
集
め
て
、

大
地
に
与
え
る
、
つ
ま
り
、
海
の
水
蒸
気
か
ら
雲
を
起
こ
し
、
雨
を
降
ら
せ
大

地
を
潤
わ
せ
る
。
そ
し
て
、
火
に
対
す
る
水
と
い
う
こ
と
か
ら
、
龍
は
火
を
防

ぐ
防
火
神
の
象
徴
で
も
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
『
朝
日
村
誌
（
一
）
湯
殿
山
』
で
は
、
さ
き
の
伝
説
と
は
異
な
る

平
山
啓
一
郎
（
当
時
八
十
九
歳
）
の
証
言
も
記
載
し
て
い
る）

11
（

。
そ
れ
に
よ
る

と
、
鉄
竜
海
は
非
常
に
意
志
の
強
い
人
で
あ
っ
た
が
、
仙
人
沢
に
こ
も
り
、
木

食
行
を
終
え
て
か
ら
は
す
っ
か
り
健
康
を
害
し
、
入
定
す
る
こ
と
は
寺
の
住
職

や
医
者
か
ら
堅
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
る
か
ぎ
り
、
鉄
竜
海

は
入
定
自
死
の
意
志
は
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
平
山
の
証
言
を
受
け
て
渡
部
留
治
氏
は
、
鉄
竜
海
は
本
当
は
病
死
し
た

ら
し
く
、
生
前
の
願
い
を
か
な
え
る
た
め
、
入
定
の
た
め
に
用
意
し
て
あ
っ
た

石
室
に
葬
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
さ
ら
に
平
山
啓
一
郎
の

「
お
ぼ
ろ
げ
な
記
憶
」
を
紹
介
し
、
明
治
十
二
年
頃
、
三
浦
と
丸
山
な
る
人
物

が
、
鉄
竜
海
の
石
室
を
発
掘
し
、
そ
こ
か
ら
鉄
竜
海
の
遺
体
を
出
し
た
と
い

う
。
平
山
が
そ
の
二
人
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
石
室
の
フ
タ
を
開
け
る
と
二
人
に

飛
び
か
か
ら
ん
ば
か
り
の
感
じ
で
あ
り
、
遺
体
は
ま
だ
生
か
わ
き
だ
っ
た
の

で
、
本
山
の
注
連
寺
に
運
び
あ
げ
て
完
成
さ
せ
、
内
臓
は
切
り
取
っ
て
、
そ
の

中
に
木
炭
を
入
れ
た
と
言
っ
た
と
い
う
。
こ
の
証
言
を
受
け
て
渡
部
氏
は
、
南

岳
寺
の
即
身
仏
堂
わ
き
に
明
治
十
四
年
と
彫
ら
れ
た
鉄
竜
海
の
小
さ
な
碑
が

あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
渡
部
氏
は
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六

〇
）
の
出
羽
三
山
ミ
イ
ラ
学
術
調
査
団
の
一
員
で
あ
っ
た
安
藤
更
生
氏
の
見
解

を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
石
碑
が
鉄
竜
海
の
墓
を
意
味
す
る

と
す
れ
ば
、
内
蔵
を
埋
め
た
所
に
違
い
な
い
。
発
掘
は
明
治
十
二
年
で
な
く
、

石
碑
の
明
治
十
四
年
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
。
死
後
十
余
年
間
地
下
に
埋

ま
っ
て
い
た
の
に
、
内
蔵
が
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
と
し
た
ら
お
か
し
い
。
入
定
し

た
の
は
明
治
元
年
よ
り
も
新
し
い
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
南
岳
寺
が
焼

け
、
過
去
帳
な
ど
一
切
の
証
拠
の
な
く
な
っ
た
今
で
は
、
鉄
竜
海
の
入
定
し
た

時
期
を
証
明
す
る
も
の
は
ま
っ
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る）

11
（

。

　

つ
ぎ
に
南
岳
寺
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
る
。
そ
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
以
下

の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
鉄
竜
海
は
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）、
秋
田
県

仙
北
郡
仙
北
町
堀
見
内
進
藤
家
に
生
ま
れ
、
南
岳
寺
住
職
の
天
竜
海
の
も
と
で

得
度
し
、
南
岳
寺
と
注
連
寺
で
修
行
し
た
。
そ
し
て
盛
岡
の
連
正
寺
の
住
職
と

な
っ
た
が
、
嘉
永
年
間
に
南
岳
寺
が
焼
失
し
た
た
め
に
戻
っ
て
南
岳
寺
を
再
建

し
、
そ
こ
の
住
職
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
後
の
師
で
あ
る
鉄
門
海
発
願
の
加
茂
坂

道
路
改
修
工
事
の
責
任
者
と
な
り
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
五
十
五
歳
で
、

空
海
の
「
入
定
留
身
し
て
後
の
世
の
人
々
を
済
度
せ
ん
」
と
の
誓
願
の
も
と
、

湯
殿
山
仙
人
沢
に
山
籠
し
、
一
千
日
木
食
行
を
、
さ
ら
に
災
厄
消
除
な
ど
の
修

行
を
し
た
。
そ
し
て
即
身
仏
と
な
り
、
空
海
と
同
じ
六
十
二
歳
で
明
治
元
年

（
一
八
六
八
）
八
月
八
日
に
入
寂
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
焼
失

し
た
の
が
連
正
寺
と
南
岳
寺
で
異
な
っ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
『
朝
日
村
誌

（
一
）
湯
殿
山
』
記
載
の
伝
説
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
近
年
、『
朝
日
村
誌
（
一
）
湯
殿
山
』
記
載
の
平
山
啓
一
郎
証

言
が
ほ
ぼ
当
た
っ
て
い
る
こ
と
を
裏
づ
け
る
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
内
藤
正

敏
氏
は
、
南
岳
寺
に
あ
る
鉄
竜
海
の
墓
碑
に
は
明
治
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

の
日
付
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る）

11
（

。
ま
た
、
畠
山
弘
氏
は
、
近
年
鶴
岡

市
役
所
か
ら
戸
籍
が
見
つ
か
り
、
明
治
十
四
年
の
死
亡
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ

と
、
南
岳
寺
境
内
に
は
明
治
十
四
年
十
月
二
十
八
日
と
刻
ま
れ
た
鉄
竜
海
の
小

さ
な
墓
が
現
存
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る）

11
（

。
た
だ
し
、
中
村
が
鶴
岡
市
役
所
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
鉄
竜
海
の
戸
籍
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
と
い
う
。
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以
上
を
受
け
て
、
鉄
竜
海
と
盛
岡
と
の
関
係
に
つ
い
て
『
い
わ
て
の
お
寺
さ

ん
─
盛
岡
と
そ
の
周
辺
─
』
を
取
り
上
げ
る
。
じ
つ
は
同
名
の
書
は
二
種
類
あ

る
。
一
つ
は
、
テ
レ
ビ
岩
手
編
・
岩
手
県
仏
教
会
連
盟
監
修
の
一
九
七
五
年
刊

行
の
も
の
（
以
下
、
前
書
と
呼
ぶ
）、
も
う
一
つ
は
、
こ
れ
を
も
と
に
し
た
外

内
英
子
編
の
二
〇
〇
三
年
刊
行
の
も
の
（
以
下
、
後
書
と
呼
ぶ
）
で
あ
る
。
前

書
は
各
寺
院
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当
時
の
住
職
が
執
筆
し
て
い
る
の
に
対

し
、
後
書
は
編
者
が
、
当
時
の
住
職
に
話
を
聞
い
て
執
筆
し
、
そ
の
原
稿
を
住

職
に
見
て
も
ら
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
盛
岡
市
の
連
正
寺
を

取
り
上
げ
る
。

　

ま
ず
前
書
か
ら
見
る
。
こ
れ
は
当
時
の
住
職
で
あ
る
第
六
世
・
帯
刀
清
運
氏

が
自
ら
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
湯
殿
山
連
正
寺
の
開
山
は

門
竜
海
で
あ
り
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
堂
宇
を
建
立
し
、
本
堂
は
五

間
四
面
、
境
内
面
積
は
一
二
〇
坪
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
開
基
は
明
治
十
三

年
（
一
八
八
〇
）
四
月
で
あ
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
十
七
年
（
一
八

八
四
）
の
大
火
で
一
切
を
焼
失
し
た
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
と
い
う
。
ち
な

み
に
同
書
中
、
同
じ
山
号
を
持
つ
湯
殿
山
金
剛
珠
院
に
つ
い
て
も
、
当
時
の
住

職
で
あ
る
第
四
世
・
佐
藤
永
隆
氏
が
執
筆
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
明
治

初
年
、
佐
藤
長
全
・
清
岳
が
三
山
先
達
（
参
拝
者
案
内
役
）
と
し
て
旧
南
部
領

内
か
ら
盛
岡
に
来
て
、
盛
岡
な
ど
各
地
で
布
教
活
動
を
行
い
、
第
一
世
と
な
っ

た
長
全
が
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
四
月
に
大
手
先
東
側
に
本
堂
と
庫
裡
を

建
て
て
金
剛
珠
院
を
創
立
し
、
第
二
世
清
岳
の
と
き
に
、
大
手
先
西
側
の
現
在

の
境
内
地
お
よ
び
本
堂
な
ど
の
建
物
が
あ
る
場
所
に
移
転
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

つ
ぎ
に
後
書
を
見
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
連
正
寺
の
開
山
は
鉄
門
海
で
、
文

政
三
年
（
一
八
二
〇
）
に
来
盛
し
て
布
教
し
た
と
さ
れ
、
そ
れ
を
引
き
継
い

で
、
明
治
十
二
年
の
仏
堂
建
立
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、

明
治
十
七
年
の
大
火
で
一
切
を
焼
失
し
た
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
と
い
う
。

な
お
、
湯
殿
山
金
剛
珠
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ）

11
（

の
連
正
寺
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
明
治

十
二
年
に
本
堂
が
再
建
立
さ
れ
た
が
、
鉄
門
海
が
開
山
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お

り
、
嘉
永
元
年
に
大
火
で
一
切
を
焼
失
し
た
た
め
、
孫
弟
子
の
鉄
竜
海
が
信
者

の
協
力
の
も
と
再
建
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
『
い
わ
て
の
お
寺
さ

ん
─
盛
岡
と
そ
の
周
辺
─
』
で
金
剛
珠
院
に
つ
い
て
は
、
文
政
十
二
年
（
一
八

二
九
）、
信
者
が
見
守
る
な
か
「
我
に
祈
願
す
る
も
の
に
対
し
て
は
諸
願
を
満

足
せ
し
め
ん
」
の
言
葉
を
残
し
即
身
仏
と
な
っ
た
鉄
門
海
が
、
即
身
仏
に
な
る

十
年
ほ
ど
前
、
来
盛
し
て
布
教
し
、
そ
れ
が
金
剛
珠
院
を
開
く
礎
と
な
っ
た
と

い
う
。
そ
し
て
明
治
初
期
に
、
佐
藤
長
全
・
清
岳
が
各
地
で
布
教
活
動
を
行

い
、
明
治
十
三
年
、
仮
本
堂
か
ら
現
在
地
に
移
転
し
て
仏
堂
を
建
て
、
現
寺
号

で
創
建
。
平
成
四
年
に
仏
堂
を
修
復
し
、
庫
裏
を
新
築
し
た
の
だ
と
い
う
。

　

両
書
の
記
述
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
盛
岡
市
の
連
正
寺
の
創
設
者
は
鉄
竜
海

で
は
な
い
か
。
金
剛
珠
院
の
方
は
佐
藤
長
全
・
清
岳
で
あ
ろ
う
。
前
書
は
鉄
竜

海
を
門
竜
海
と
誤
っ
て
い
る
が
、
大
筋
に
間
違
い
は
な
い
と
考
え
る
。
と
こ
ろ

が
後
書
は
連
正
寺
と
金
剛
珠
院
を
、
金
剛
珠
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
連
正
寺
を

鉄
門
海
に
結
び
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
英
雄
」
鉄
門
海
を
両
寺
院

に
関
係
さ
せ
よ
う
と
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

山
澤
学
氏
は
両
書
の
違
い
に
つ
い
て
指
摘
し
、
前
書
を
正
し
い
も
の
と
し

て
、
連
正
寺
を
建
立
し
た
の
は
鉄
門
海
で
は
な
く
、
注
連
寺
か
ら
派
遣
さ
れ
た

門
竜
海
で
あ
り
、
そ
の
創
立
時
期
は
、
江
戸
時
代
盛
岡
の
城
下
町
絵
図
・
史
料

に
両
寺
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
も
、「
明
治
十
二
年
」
に
は
妥
当
性
が
あ
る
こ

と
を
述
べ
て
い
る）

1（
（

。
大
枠
で
そ
の
通
り
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
後
書
の
誤
り
を

踏
襲
し
、
建
立
者
を
門
竜
海
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
残
る
。

　

こ
の
た
び
中
村
は
岩
手
県
盛
岡
地
区
合
同
庁
舎
岩
手
県
文
書
保
存
庫
に
お
い

て
、
以
下
の
公
文
書
を
発
見
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

説
教
所
設
立
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
形
県
羽
前
国
田
川
郡
大
網
村
百
三
十
三
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
言
宗
注
連
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

補
中
講
義
密
涌
則
榮
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代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
導
職
試
補　

進
藤
鉄
竜
海

　
　

�
今
般
当
御
県
下
於
テ
湯
殿
山
大
日
如
来
信
徒
ノ
者
弐
千
余
名
有
之
、
右
ノ

者
共
ヨ
リ
説
教
依
頼
ニ
付
、
南
岩
手
郡
東
中
埜
村
廿
三
地
割
三
百
七
十
九

番
地
買
請
候
約
定
仕
候
、
同
地
え
説
教
出
張
処
立
申
度
ク
奉
存
候
、
尤
右

信
徒
ノ
者
共
ニ
於
テ
金
三
百
円
相
募
、
向
来
永
続
目
途
相
立
候
間
、
設
立

御
許
容
被
成
下
度
、
仍
之
信
徒
重
立
者
連
印
以
テ
此
段
奉
願
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右

　
　
　

明
治
十
二
年
五
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

進
藤
鉄
竜
海
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
徒
組
頭

南
岩
手
郡　

東
中
野
村
二
百
五
十
六
番
地　

吉
田
市
十
郎
（
印
）

同　

郡　
　

仁
王
村
油
町
九
十
四
番
地　
　

柵
山
市
五
郎
（
印
）

同　

郡　
　

東
中
野
村
十
六
番
地　
　
　
　

櫻
田
孫
兵
衛
（
印
）

同　

郡　
　

仁
王
村
本
町
八
十
番
地　
　
　

石
山
康
太
郎
（
印
）

同　

郡　
　

同
村
八
日
町
三
十
八
番
地　
　

金
田
一
命
助
（
印
）

同　

郡　
　

同
村
四
ツ
屋
町
四
十
五
番
地　

山
崎　

周
治
（
印
）

同　

郡　
　

仙
北
町
村
百
五
十
二
番
地　
　

箭
川
清
太
郎
（
印
）

　
　

岩
手
県
令
島
惟
精
殿）
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明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
五
月
二
十
七
日
、
注
連
寺
の
教
導
職
試
補
・
進

藤
鉄
竜
海
ら
八
名
が
岩
手
県
令
に
宛
て
て
、
東
中
野
に
説
教
所
を
設
立
す
る
こ

と
を
願
っ
た
も
の
で
あ
る
。
進
藤
家
は
鉄
竜
海
の
実
家
で
あ
る
。
明
治
十
二
年

に
お
い
て
鉄
竜
海
は
生
き
て
お
り
、
盛
岡
で
布
教
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。
盛
岡
の
連
正
寺
の
寺
伝
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
設
立
願
が

同
寺
設
立
の
も
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
連
正
寺
の
創
立
者
は
、
注
連
寺

の
「
即
身
仏
」
鉄
門
海
で
は
な
く
、
南
岳
寺
の
「
即
身
仏
」
鉄
竜
海
で
あ
っ
た

と
考
え
る
。

　

南
岳
寺
は
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
焼
失
し
、
現
在
の
鶴
岡
市
砂
田

町
に
移
っ
た
が
、
中
村
は
そ
の
跡
地
の
同
市
三
光
町
（
旧
白
銀
町
）
の
墓
地
で

鉄
竜
海
の
墓
碑
の
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
墓
碑
に
は
表
面
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

明
治
十
四
年

　
　

ア
（
胎
蔵
界
大
日
如
来
）
鐵
龍
海
上
人
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

十
月
廿
八
日

と
だ
け
あ
り
、
ほ
か
に
文
字
は
な
い
。
そ
の
周
り
に
は
南
岳
寺
の
住
職
な
ど
の

墓
碑
が
あ
る
。
以
上
を
勘
案
す
る
と
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
十
月
二
十

八
日
が
鉄
竜
海
の
い
わ
ゆ
る
命
日
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
の
即
身
仏
の
思
想
に
つ
い
て
、
比
較
的
多
く
の
資
料

が
残
っ
て
い
る
鉄
門
海
の
思
想
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ま
で
本
格
的
に
取
り
扱
わ

れ
て
こ
な
か
っ
た
、
彼
に
か
か
わ
る
『
亀
鏡
志
』
を
中
心
に
据
え
て
、
引
用
典

籍
の
分
析
を
行
い
、
平
安
時
代
の
往
生
伝
な
ど
と
も
比
較
し
つ
つ
検
討
し
た
。

　

鉄
門
海
の
生
前
の
活
動
を
見
る
か
ぎ
り
、
窮
民
や
女
性
な
ど
の
庶
民
救
済
の

目
的
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
生
前
の
活
動
と
即
身
仏
と
な
る
動

機
と
は
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
即
身
仏
と
な
る
動
機
に
、
戸
川
氏
や

松
本
氏
、
近
年
の
内
藤
氏
が
言
う
よ
う
な
衆
生
救
済
・
庶
民
救
済
・
民
衆
救

済
・
他
者
救
済
の
思
想
が
あ
っ
た
と
言
い
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
平
安
時
代

の
焼
身
往
生
・
入
水
往
生
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
我
が
身
を
諸
仏

な
ど
に
供
養
す
る
こ
と
（
焼
身
往
生
）
と
、
世
を
厭
う
こ
と
（
焼
身
往
生
・
入

水
往
生
）
と
い
う
二
つ
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
い
ず
れ
も
鉄
門
海
の
思
想

に
は
見
ら
れ
な
い
。
即
身
仏
と
深
く
か
か
わ
る
断
食
に
注
目
す
る
と
、
そ
れ
が

多
く
見
ら
れ
る
平
安
時
代
の
往
生
伝
な
ど
で
は
、
身
体
の
浄
化
と
い
う
目
的
を

見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
、『
亀
鏡
志
』
の
場
合
は
、
身
体
の
浄
化

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
己
（
身
体
）
と
大
日
如
来
と
の
「
感
応
」
を
求
め
て

お
り
、
他
者
救
済
と
い
う
目
的
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
な
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お
、
補
論
に
お
い
て
は
鉄
門
海
と
そ
の
門
下
の
盛
岡
藩
領
と
岩
手
県
域
に
お
け

る
活
動
に
つ
い
て
、
新
発
見
の
資
料
を
も
と
に
、
そ
の
展
開
の
主
要
な
と
こ
ろ

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

注
（
１
）
中
村
安
宏
は
岩
手
大
学
人
文
社
会
科
学
部
教
授
。
鹿
野
朱
里
は
岩
手
大
学
人
文
社
会

科
学
部
二
〇
一
九
年
度
卒
業
、
八
幡
平
市
学
習
支
援
員
（
西
根
中
学
校
勤
務
）。

（
2
）
戸
川
安
章
『
出
羽
三
山
の
ミ
イ
ラ
仏
』（
中
央
書
院
、
一
九
七
四
年
）
一
頁
。

（
3
）
松
本
昭
『
日
本
の
ミ
イ
ラ
仏
』（
六
興
出
版
、
一
九
八
五
年
）
一
七
二
頁
。

（
４
）
以
上
、
内
藤
正
敏
『
日
本
の
ミ
イ
ラ
信
仰
』（
法
蔵
館
、
一
九
九
九
年
）
一
七
二
〜
一

七
六
頁
。

（
５
）
同
右
、
二
二
〇
頁
。

（
６
）
桂
鳳
『
現
証
往
生
伝
』（
元
文
四
年
）、
笠
原
一
男
編
『
近
世
往
生
伝
集
成　

一
』（
山

川
出
版
社
、
一
九
七
八
年
）
二
三
一
頁
。

（
７
）
行
阿
『
尾
陽
往
生
伝
』（
慶
応
四
年
）、
同
右
、
二
九
二
頁
。

（
８
）
内
藤
氏
前
掲
書
、
二
六
八
〜
二
六
九
頁
。

（
９
）
加
茂
坂
普
請
に
つ
い
て
は
、
山
澤
学
「
湯
殿
山
木
食
行
者
鐵
門
海
の
実
像
」（
二
〇
一

六
年
三
月
二
十
七
日
の
講
演
記
録
、
鶴
岡
市
立
図
書
館
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
編
『
通

史
の
中
の
庄
内
─
鶴
岡
市
立
図
書
館
百
周
年
記
念
歴
史
講
演
会
講
演
録
─
』
二
〇
一

七
年
）
に
詳
し
い
。

（
10
）「
町
年
寄
日
記
抜
書
」『
松
前
町
史　

史
料
編　

第
二
巻
』
四
四
九
〜
四
五
二
頁
参
照
。

（
11
）『
神
と
呼
ば
れ
た
木
食
行
者　

鐵
門
海
』（
湯
殿
山
注
連
寺
発
行
、
二
〇
一
九
年
）
四

頁
。

（
12
）
同
右
、
一
一
頁
。

（
13
）
同
右
、
一
二
頁
。

（
14
）
同
右
、
三
二
頁
。

（
15
）
工
藤
定
雄
編
『
酒
田
市
史　

史
料
篇
第
七
集　

生
活
文
化
篇
』（
一
九
七
七
年
）
七
〇

四
頁
。

（
16
）
同
右
、
七
〇
六
頁
。

（
17
）
同
右
、
七
〇
九
頁
。

（
18
）
同
右
、
七
〇
七
頁
。

（
19
）『
蘇
婆
呼
経
』
と
は
、
輸
波
迦
羅
（
六
三
七
〜
七
三
五
）
が
唐
の
開
元
十
四
年
（
七
二

六
）
に
訳
し
た
『
蘇
婆
呼
童
子
請し

ょ
う

問
経
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
十
八
巻
、
密
教

部
、
八
九
五
）
の
こ
と
で
あ
り
、
引
用
箇
所
は
、
巻
中
の
つ
ぎ
の
二
箇
所
を
つ
な
ぎ

合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。「
念
誦
人
起
首
求
悉
地
者
、
応
具
八
戒
、
或
二
三
日
亦
須
断

食
、
然
後
作
成
就
法
。」「
我
所
出
語
者
、
不
為
心
浄
故
、
教
令
断
食
。
但
諸
衆
生
、

以
皮
纒
縛
血
肉
随
脳
肝
膽
腸
胃
心
腎
脾
肺
、
脂
膩
痰
膜
屎
尿
、
種
種
穢
物
常
流
不
停
。

如
是
之
身
地
水
火
風
仮
合
成
立
。
如
四
毒
蛇
置
之
一
篋
。
欲
令
彼
等
、
屎
尿
涕
唾
臭

穢
不
令
出
故
、
為
遣
断
食
。
非
為
妨
道
而
遣
断
已
」。
こ
こ
か
ら
、『
亀
鏡
志
』
の

「
八
形
」
は
「
八
戒
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
20
）『
穣
塵
利
童
子
経
』
か
ら
の
引
用
は
、『
観
自
在
菩
薩
化
身
蘘
麌
哩
曳
童
女
銷
伏
毒
害

陀
羅
尼
経
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
二
十
一
巻
、
密
教
部
、
一
二
六
四
）
所
収
の

『
仏
説
穣
麌
梨
童
女
経
』
の
つ
ぎ
の
箇
所
で
あ
る
。「
修
行
者
欲
成
就
此
法
、
先
断
五

辛
亦
不
食
塩
不
食
油
、
断
語
於
一
浄
処
、
三
時
澡
浴
三
時
換
衣
、
結
印
誦
随
心
真
言

満
一
万
遍
、
則
行
法
成
就
。
復
作
一
切
事
必
獲
成
就
」。『
観
自
在
菩
薩
化
身
蘘
麌
哩

曳
童
女
銷
伏
毒
害
陀
羅
尼
経
』
は
、
西
域
に
生
ま
れ
て
長
安
に
入
り
、
密
教
経
典
を

多
数
翻
訳
し
、
空
海
も
私
淑
し
て
い
た
不
空
（
七
〇
五
〜
七
七
四
）
が
訳
し
た
も
の

で
あ
る
。

（
21
）『
瞿
醯
経
』
か
ら
の
引
用
は
、
頼
瑜
撰
『
薄う

す

草ぞ
う

子し

口
決
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七

十
九
巻
、
続
諸
宗
部
、
二
五
三
五
）
第
十
三
の
つ
ぎ
の
箇
所
を
孫
引
き
し
た
も
の
で

あ
る
。「
瞿
醯
経
中
云
、
換
衣
是
外
潔
、
断
食
是
内
潔
。
若
内
外
浄
潔
、
所
得
果
報
微

妙
第
一
」。
な
お
『
瞿
醯
経
』
は
、
不
空
が
七
四
六
〜
七
七
四
年
の
間
に
訳
し
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
頼
瑜
（
一
二
二
六
〜
一
三
〇
四
）
は
紀
伊
那
賀
郡
の
豪
族
で
、
奈
良

で
顕
教
を
学
ん
だ
の
ち
高
野
山
、
仁
和
寺
な
ど
で
真
言
を
学
び
、
新
義
真
言
宗
を
別

立
し
て
い
る
。

（
22
）「
西
域
伝
」
か
ら
の
引
用
は
、
唐
の
道
世
（
？
〜
六
八
三
）
編
『
法
苑お

ん

珠
林
』（『
大
正

新
脩
大
蔵
経
』
第
五
十
三
巻
、
事
彙
部
・
外
教
部
・
目
録
部
、
二
一
二
二
）
第
六
十

の
つ
ぎ
の
箇
所
を
孫
引
き
し
た
も
の
で
あ
る
。「
案
西
域
伝
、
南
海
之
浜
有
山
寺
、
観

世
音
菩
薩
常
止
其
中
。
随
有
念
者
随
応
如
響
無
不
感
赴
。
若
至
山
寺
断
食
七
日
、
即

見
聖
者
親
為
説
法
。
良
以
断
食
心
猛
故
使
感
見
通
明
」。『
法
苑
珠
林
』
は
、
六
六
八

年
に
成
立
し
た
中
国
最
大
規
模
の
仏
教
百
科
全
書
で
、
日
本
で
も
奈
良
時
代
以
来
重

宝
さ
れ
、
典
籍
の
孫
引
き
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
康
暦
三
年
（
一
三
八
一
）
に
五

山
で
版
行
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
も
版
行
さ
れ
て
い
る
。

（
23
）『
朝
日
村
誌
（
一
）
湯
殿
山
』（
一
九
六
四
年
）
で
は
「
感
応
し
か
る
べ
か
ら
ず
。」
と

翻
刻
し
て
あ
り
、
大
き
な
間
違
い
を
犯
し
て
い
る
。
ま
た
、
松
本
昭
氏
も
「
湯
殿
山

系
一
世
行
人
と
そ
の
木
食
行
に
つ
い
て
」（
日
本
ミ
イ
ラ
研
究
グ
ル
ー
プ
編
『
日
本
ミ

イ
ラ
の
研
究
』
平
凡
社
、
一
九
六
九
年
、
二
七
〇
頁
）
の
な
か
で
、
こ
の
間
違
い
を

踏
襲
し
て
お
り
。
内
藤
氏
前
掲
書
（
二
一
六
頁
）
も
同
様
で
あ
る
。
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（
24
）『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
巻
上
、「
第
九　

奈
智
山
の
応
照
法
師
」（
日
本
思
想
大
系

七
『
往
生
伝　

法
華
験
記
』
六
四
〜
六
五
頁
、
原
漢
文
）。

（
25
）『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
巻
上
、「
第
十
五　

薩
摩
国
の
持
経
の
沙
門
某
」（
同
右
、

七
二
頁
、
原
漢
文
）。

（
26
）『
拾
遺
往
生
伝
』
巻
下
、「
十
七　

持
経
者
長
明
」（
同
右
、
三
七
二
頁
、
原
漢
文
）。

（
27
）『
後
拾
遺
往
生
伝
』
巻
下
、「
五　

上
人
行
範
」
大
治
年
間
（
同
右
、
六
六
四
頁
、
原

漢
文
）。

（
28
）『
三
外
往
生
記
』、「
二
〇　

土
佐
国
金
剛
定
寺
上
人
」（
同
右
、
六
七
五
頁
、
原
漢

文
）。

（
29
）『
三
外
往
生
記
』、「
四
五　

越
前
国
入
道
念
覚
」（
同
右
、
六
八
〇
頁
、
原
漢
文
）。

（
30
）『
神
と
呼
ば
れ
た
木
食
行
者　

鐵
門
海
』
一
九
頁
。

（
31
）
詳
し
く
は
、「
岩
手
県
岩
手
郡
岩
手
町
の
豊
城
稲
荷
神
社
の
鉄
門
海
碑
に
関
す
る
調
査

報
告
書
（https://jinsha.iw

ate-u.ac.jp/~yasuhiro/tetsum
onkai.pdf

）」（
二
〇

二
一
年
）
参
照
。

（
32
）『
岩
手
町
史
』（
一
九
七
六
年
）「
第
三
編　

教
育
と
文
化
」「
第
三
章　

民
間
信
仰
」

「
第
一
節　

岩
手
町
内
の
石
塔
」
の
「
岩
手
町
内
石
塔
一
覧
表
」（
七
八
六
頁
）。

（
33
）
山
澤
学
「
湯
殿
山
木
食
行
者
鐵
門
海
の
活
動
形
態
─
盛
岡
藩
領
を
事
例
と
し
て
─
」

（『
歴
史
人
類
』
第
四
三
号
、
二
〇
一
五
年
）、『
神
と
呼
ば
れ
た
木
食
行
者　

鐵
門
海
』

な
ど
参
照
。

（
34
）
山
澤
氏
前
掲
論
文
（
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

（
35
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
巻
八
十
一
、
続
諸
宗
部
、
二
五
七
八
。

（
36
）「
そ
の
ミ
イ
ラ
は
六
体
の
う
ち
一
番
新
ら
し
く
、（
中
略
）
入
定
し
た
当
時
の
事
を
親

に
聞
い
た
り
、
子
供
心
に
覚
え
て
い
る
、
い
わ
ば
「
生
き
証
人
」
が
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
の
観
点
に
立
っ
て
聞
き
込
み
の
結
果
、
鶴
岡
市
十
日
町
筆
墨
商
平
山
啓
一

郎
（
八
九
）
も
、
そ
の
貴
重
な
生
き
証
人
の
一
人
だ
っ
た
。
平
山
老
は
六
十
年
間
も

南
岳
寺
の
信
徒
総
代
を
勤
め
た
が
、
先
代
利
正
（
二
十
四
年
前
死
亡
）
が
、
鉄
竜
海

上
人
を
非
常
に
崇
拝
し
て
い
た
。」（『
朝
日
村
誌
（
一
）
湯
殿
山
』
一
四
八
頁
）。

（
37
）
安
藤
更
生
『
日
本
の
ミ
イ
ラ
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
六
一
年
）
一
二
六
〜
一
二
七
頁

参
照
。

（
38
）
内
藤
氏
前
掲
書
、
一
七
八
〜
一
八
〇
頁
、
一
八
五
〜
一
八
六
頁
。

（
39
）『
湯
殿
山
と
即
身
仏
』（
爐
の
会
、
二
〇
〇
一
年
）
一
一
一
〜
一
一
三
頁
。

（
40
）http://yudonosan.info/

（
最
終
閲
覧
日　

二
〇
二
二
年
三
月
三
十
一
日
）。

（
41
）
山
澤
氏
前
掲
論
文
（
二
〇
一
五
年
）
二
六
〜
二
八
頁
参
照
。

（
42
）『
明
治
十
二
年　

社
寺
回
議
綴　

十
』（
第
一
課
〔
庶
務
課
〕）
六
、（
文
書
日
付
）
明

治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
六
月
二
日
。

付
記

　

本
稿
は
鹿
野
の
卒
業
論
文
を
も
と
に
、
全
体
の
骨
格
に
か
か
わ
る
「
は
じ
め

に
」
と
「
お
わ
り
に
」、
及
び
一
を
鹿
野
、
二
の
（
一
）
を
中
村
の
指
導
の
も

と
で
鹿
野
、（
二
）
を
鹿
野
、
補
論
の
う
ち
の
鉄
門
海
と
南
海
に
か
か
わ
る
部

分
を
鹿
野
と
中
村
、
門
海
と
鉄
竜
海
に
か
か
わ
る
部
分
を
中
村
が
担
当
し
た
。
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